
デジタルマルチイコライザー
取扱説明書

品番　WZ-DE45

工事説明付

この取扱説明書と保証書をよくお読みのうえ、
正しくお使いください。そのあと保存し、必要な
ときにお読みください。
保証書は、「お買い上げ日・販売店名」などの記入
を必ず確かめ、販売店からお受け取りください。

保証書別添付

上手に使って上手に節電

このたびはデジタルマルチイコライザーをお買い上げ
いただきまことにありがとうございました。
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商品概要
本機は2入力2出力の構成をもつ、メインスピーカー系統に使用できる多機能タイプのマルチイコライザーです。

●6つの基本機能
¡グラフィックイコライザー機能、パラメトリックイコライザー機能、ディレイ機能、ノッチフィルター機
能、コンプレッサー／リミッタ機能、ノイズゲート機能等、音響システムに要求される機能を1台に凝縮し
ました。システムの省スペース・省線化・接続ロスの低減に効果的です。

●2つの基本モード
¡基本機能の組み合わせを、使用される目的に合わせ2つ用意しています。

●ノッチフィルターによるハウリング自動抑制機能搭載
◆オートノッチ機能　
音場に適したノッチフィルターの設定が自動的に行なえ、音場に固有のハウリングに対応します。

◆ダイナミックノッチ機能
リアルタイムでハウリング周波数にノッチフィルターが追随します。マイクの移動等によって起こる突発
的なハウリングに対応します。
※オートノッチであらかじめ音場のハウリングを抑制した上でダイナミックノッチを動作させると効果的で
す。

●入出力はアナログ／デジタルいずれにも対応
¡一般的なアナログ入出力に加え、デジタルオーディオインターフェースを装備。AES/EBUフォーマットに
準拠しています。

●24bit A/D, D/Aコンバーター採用
¡アナログの入出力には、ΔΣ方式24bit A/Dコンバーター、ΔΣ方式24bit D/Aコンバーターを採用。アナ
ログ機器に近いダイナミックレンジを確保しています。

●16パターンのメモリー＋簡易メモリー
¡すべての設定値を16パターンまでメモリー可能です。さまざまな音場パターンを事前にメモリーし、デー
タを呼び出すことによって多目的に使用される空間でも常に目的に応じた音場設定が可能です。またパネ
ル面のスイッチ1個で記憶できる簡易メモリーも装備しており、パラメーター設定中に効果を確認する時に
便利です。

●グラフィックタイプのLCD採用
¡グラフィックタイプのLCDにより、多くの設定内容を一目で確認できます。
¡コントラスト調整が可能で、ラックの高い位置に設定しても見えにくくなりません。
¡アンバー色のバックライトを装備しています。またバックライトの輝度は2段階に調節可能で、消灯も可能
です。

●ロータリーエンコーダー採用
¡データ設定のためにロータリーエンコーダーを採用。ノブを押しながら回すとパラメーターが高速に変わ
り、各種設定がスピーディーに行えます。
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●セキュリティ機能
◆ロック機能
誤操作やいたずらの防止に有効です。ロック操作は2ボタン同時押しによって行うため、誤ってロック操作
をする心配もありません。
◆万一のバイパス／ミュート機能
本機はCPUの暴走監視タイマーを持っています。このタイマーは万一の故障、極端な外部からのショック
などによりCPUが暴走した場合に作動し、出力のミュートまたはバイパスを行い、音を止めたりスピーカ
ーを破壊しないようにしています。バイパス／ミュートの選択は本機内部のスイッチで各チャンネル毎に
設定可能です。出荷時は全チャンネルがバイパス状態になっています。再設定をされる場合は販売店にご
相談下さい。

●外部コントロール
¡RS-485によりほとんどの機能について外部制御が可能です。
¡メイク接点によるパターン制御が可能です。12パターンまで制御できます。

付属品を確かめてください
ラックマウント取付ねじ（M5×12） …………………………………………………………………………………… 4
ゴム足 ………………………………………………………………………………………………………………………… 5
取扱説明書 …………………………………………………………………………………………………………………… 1
保証書 ………………………………………………………………………………………………………………………… 1



6

必ずお守りください

警告

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、次のよう
に説明しています。

■表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明しています。

■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。

この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損害のみが発生する可能性が想定さ
れる」内容です。注意

この絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。

この絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。

この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」内容です。警告

安全上のご注意

工事は販売店に依頼する

工事には技術と経験
が必要です。火災、
感電、けが、器物損
壊の原因となりま
す。

●必ず販売店に依頼してくださ
い。

不安定な場所に置かない

落下などでけがの原
因となります。

分解しない、改造しない

火災や感電の原因と
なります。

●修理や点検は販売店にご連絡
ください。

分解禁止 

異物を入れない

水や金属が内部に入
ると、火災や感電の
原因となります。

●ただちに販売店にご連絡くだ
さい。

禁　止 

異常があるときは、
すぐ使用をやめる

煙が出る、臭いがす
る、水や異物が入っ
た、落として破損し
たなど、火災の原因
となります。

●ただちに販売店にご連絡くだ
さい。

ぬれた手で電源プラグ
の抜き差しはしない

感電の原因となりま
す。

禁　止 
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電源コードは、必ずプ
ラグ本体を持って抜く

コードが傷つき、火
災や感電の原因とな
ります。

●抜くときは電源プラグを持っ
て抜いてください。

電源プラグは根元まで
確実に差し込む

差し込みが不完全で
すと、感電や発熱に
よる火災の原因とな
ります。

●傷んだプラグ、ゆるんだコンセ
ントは使用しないでください。

電源プラグのほこり等
は定期的にとる

プラグにほこり等が
たまると、湿気等で
絶縁不良となり、火
災の原因となりま
す。

●電源プラグを抜き、乾いた布
でふいてください。

電源コード・電源プラグを破損するようなことは
しない

傷つけたり、加工したり、熱器具に近づけたり、
無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、
重いものを載せたり、束ねたりしない

傷んだまま使用すると感電・ショート・火災の原因となり
ます。

●コードやプラグの修理は販売店にご相談ください。

禁　止 

コンセントや配線器具の定格
を超える使い方や、交流100V
以外での使用はしない

たこ足配線などで、
定格を超えると発熱
による火災の原因と
なります。

●指定範囲は常に整理、整頓し
てください。

禁　止 

（ ）
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取扱上のお願い
●設置場所について

次のような場所でご使用になりますと、故障などの原因になりますのでご注意ください。
¡窓際など直射日光の当たるところや暖房器の近くなどの極端に高温な場所。
¡湿度の極端に高いところ
¡ゴミやほこりの多いところ。振動の激しいところ。
¡極端に温度が上昇する機器のすぐ上。
※0 ℃以下の低温、40 ℃以上の高温状態ではLCDが見えにくくなることがありますが、故障ではありません。

●電源の投入について
¡電源スイッチは、本機のスイッチをONした後、アンプのスイッチをONしてください。
¡RS-485接続をした場合には、送信側の機器の電源スイッチをONした後、受信側の機器のスイッチをONし
てください。

●接続について
¡スピーカーの破損などのトラブル防止のため、接続作業は本機および接続される機器の電源をOFFの状態
で行なってください。

●スイッチ、つまみ、端子、アクリルパネルに無理な力を加えることはさけてください。

●内部メモリー・バックアップ用バッテリーについて
¡設定値は内部メモリーに保存されており、内部メモリー・バックアップ用バッテリーによる電源を切った状態
でも保護されていますが、このバッテリーには寿命があり、寿命がくるとメモリーの内容は消えてしまいます。

¡電源スイッチをONしたとき、LCD（液晶表示器）に

と表示されたら、バッテリーの寿命が近づいています。早めにバッテリー交換してください。また、この
時、電源立ち上げ後の運用画面の下段にバッテリー不足の警告メッセージが表示されます。このメッセー
ジは次のスイッチ操作により消失します。

¡バッテリー交換はお求めの販売店にご相談ください。
¡本機を使用しない場合は、内部メモリー・バックアップ用バッテリーの消耗を避けるため、できるだけ0 ℃
～40 ℃の温度で保存してください。バッテリーの寿命延長に効果があります。

¡内部メモリー・バックアップ用バッテリーは5年を目安に定期的に交換していただけると安心です。

●お手入れについて
¡汚れなどのお手入れは柔らかい布でからぶきしてください。
¡ベンジンやシンナーなどの揮発油で外装をふいたり、近くで殺虫剤を散布したりすることはお避けください。

●他の機器への影響について
¡本機はデジタル回路を使用しているため、ごく近くでのラジオやテレビなどの電波受信機器などを同時に
ご使用になりますと、受信機器側で雑音・誤動作の原因となることがあります。
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Digital  Multi  Equalizer

COMP GATE UTILITY

LVL-DLYNOTCHPEQGEQ WRITE READ ENTER

WZ-DE45

DYNAMIC 
NOTCH

TEMPORARY MEMORY 
SAVE              LOAD

 
BYPASS

PARAMETER 
PUSH-FAST

BLOCK 
METER

POWER
LOCK SGNL/FEAK

IN

OUT

A
B

A
B

LCD 
 CONTR

LOCK

q

@1 @2 e r o !0 !1 !2 !7 !8 !9 @0

@3 w @4!6 t y u i !3 !4 !5

q電源スイッチ［POWER］
¡スイッチをONにすると、電源スイッチの上に付
いたインジケーターが点灯します。

¡電源投入後、LCDに初期画面（自己診断状態）を
表示した後、電源スイッチをOFFする直前の状態
に復帰します。

wLCD
¡本機のパラメーターの状態を表示します。
¡160×64ドットのグラフィックタイプの液晶表示
器を使用しています。

¡アンバー色LEDバックライト付きです。
¡以下の場合にはバックライトが消灯します。
・ロック状態
・ユーティリティー画面でバックライトをオート
オフに設定したとき

eカーソルスイッチ［▲］、［▼］、［t］、［s］
¡LCDに表示されるカーソルを移動させる場合に押
します。カーソル部分は反転表示されます。

rロータリーエンコーダー
¡パラメーターの値を変えるときに使用します。
¡パラメーターが数値の場合は、右に回すとパラメ
ータの値が増加し、左に回すとパラメータの値が
減少します。

¡押しながら回すと値が速く増加／減少します。
tGEQ選択スイッチ［GEQ］

¡GEQ(グラフィックイコライザー)のパラメーター
を設定する場合、このスイッチを押します。

¡このスイッチを押すと、GEQ画面がLCDに表示さ
れます。

yPEQ選択スイッチ［PEQ］
¡PEQ（パラメトリックイコライザー）のパラメー
ターを設定する場合、このスイッチを押します。

¡このスイッチを押すとPEQ画面がLCDに表示され
ます。

uノッチフィルター選択スイッチ［NOTCH］
¡ノッチフィルターのパラメータを設定する場合、
このスイッチを押します。

¡このスイッチを押すとノッチフィルター画面が
LCDに表示されます。

iレベル／ディレイ選択スイッチ［LVL-DLY］
¡マスターレベル、マスターディレイのパラメータ
を設定する場合、このスイッチを押します。

¡このスイッチを押すとレベル／ディレイ画面が
LCDに表示されます。

oコンプレッサー選択スイッチ［COMP］
¡コンプレッサーのパラメータを設定する場合、こ
のスイッチを押します。

¡このスイッチを押すとコンプレッサー画面がLCD
に表示されます。

!0ゲート選択スイッチ［GATE］
¡ノイズゲートのパラメータを設定する場合、この
スイッチを押します。

¡このスイッチを押すとゲート画面がLCDに表示さ
れます。

!1ユーティリティー選択スイッチ［UTILITY］
¡本機のユーティリティー機能を使用する場合、こ
のスイッチを押します。

¡このスイッチを押すとユーティリティー画面が
LCDに表示されます。

!2ブロック／レベルメーター選択スイッチ

［BLOCK/METER］
¡使用モードのブロック図を確認したい場合、レベ
ルメータを表示したい場合にこのスイッチを押し
ます。

¡このスイッチを奇数回押すとブロック図画面が、
偶数回押すとレベルメーター画面がLCDに表示さ
れます。

各部の名前と働き
■前面

画面選択スイッチ

画面選択スイッチ



各部の名前と働き
¡ブロック図画面の場合、各機能ブロックの上にカ
ーソルを移動して⑮エンタースイッチ[ENTER]を
押すと、設定したいパラメータの画面にジャンプ
できます。

!3メモリー・ライトスイッチ［WRITE］
¡現在設定されているパラメーターの値をメモリーに
保存する場合に押します。（ただしユーティリティ
ー画面の設定状態はメモリーに保存できません。）

¡このスイッチを押すとスイッチに付いているLED
が点灯します。この状態で④ロータリーエンコー
ダーを操作し、LCD上で1～16のメモリー番号を
選択し、エンタースイッチ[ENTER]を押すとメモ
リーへの保存が実行されます。

!4メモリー・リードスイッチ［READ］
¡メモリーに保存されている設定を読み出す場合に
押します。

¡このスイッチを押すとスイッチに付いているLED
が点灯します。この状態で④ロータリーエンコー
ダーを操作し、LCD上で1～16のメモリー番号を
選択し、エンタースイッチ[ENTER]を押すとメモ
リーからの読み出しが実行されます。

!5エンタースイッチ［ENTER］
¡以下の場合に押します。
・ユーティリティーでのパラメーター設定を行う
とき
・メモリーの書込み、読み出しを実行するとき
・ブロック図画面でパラメーター設定画面にジャ
ンプするとき
・ノッチ画面でオートノッチ機能を実行するとき
・ロック状態の設定・解除を行なうとき

!6ロック・スイッチ［LOCK］
¡パネル面のスイッチを操作できないようにしま
す。データを設定・調整した後、この機能を使用
すると、誤作動を防止できます。⑮エンター・ス
イッチ［ENTER］を押しながらこのロック・スイ
ッチを押すとロック状態にできます。

!7ダイナミックノッチスイッチ［DYNAMIC NOTCH］
¡このスイッチを押すと、ダイナミックノッチ機能
が働き、ハウリングを抑圧します。解除には再度
押します。

!8簡易メモリー・セーブスイッチ［SAVE］
¡パラメーター設定中にこのスイッチを押すと、現
在の状態が簡易メモリーに保存されます。保存さ
れた状態を呼び出すには⑲簡易メモリー・ロード
スイッチを押します。

!9簡易メモリー・ロードスイッチ［LOAD］
¡このスイッチを押すと、内蔵LEDが点灯して⑱簡
易メモリー・セーブスイッチで保存した状態が呼
び出されます。再度押すとこのスイッチを押す前
の状態に戻ります。

@0バイパススイッチ［BYPASS］
¡押すと、入力信号がバイパスされて出力されます。
バイパス中は内蔵LEDが点灯します。解除には再
度押します。

@1入力レベル用インジケーター
¡入力されている信号のレベルに応じて該当するチ
ャンネルのLEDが点灯します。クリップするレベ
ルから-50dBを超えたときに緑に、-3dBを超えた
ときに赤に点灯します。

@2出力レベル用インジケーター
¡出力されている信号のレベルに応じて該当するチ
ャンネルのLEDが点灯します。クリップするレベ
ルから-50dBを超えたときに緑に、-3dBを超えた
ときに赤に点灯します。

@3ロック・インジケーター［LOCK］
¡ロック状態で点灯します。

@4コントラスト調整ボリューム［LCD CONTR］
¡LCDのコントラストを調整します。小型（φ約
3mm）のマイナス・ドライバで調整してください。

¡使用する場所で、最も見やすい状態に調整してく
ださい。

10
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qアナログ入力端子［INPUT  A、B］
¡アナログ信号を入力する端子です。
¡定格＋4dB、入力インピーダンスは20kΩです。

wアナログ出力端子［OUTPUT  A、B］
¡アナログ信号を出力する端子です。
¡定格＋4dB、電子バランス方式です。600Ω以上
の負荷に適合します。

eRS－485端子［IN、OUT］
¡外部機器を利用して本機を制御する場合に使用す
る端子です。オス・メスの端子を用意しています。

¡IN、OUTの端子をそれぞれ使用することにより、
本機を複数台接続するチェーン接続が可能となり
ます。

rパターン制御端子［PATTERN CONTROL］
¡この端子をメイク接点で制御することにより、メ
モリーに保存されている設定を呼び出すことがで
きます。

tデジタル入出力端子［AES/EBU IN,OUT］
¡AES/EBUフォーマットによるデジタル信号を入
出力する端子です。

yGND端子［SIGNAL GND］

u電源コード
¡AC100V（50/60Hz）に対応しています。

INPUT+4dB 20kΩ 
B A

OUTPUT+4dB 600Ω 
B A

PIN CONNECTION 
NO1:GND NO2:HOT NO3:COLD 
0dB is referenced to 0.775Vrms.

IN OUT
RS-485 PATTERN 

CONTROL

 

SIGNAL 
GND

IN
AES/EBU

OUT 

q r t

y u

ew

■背面



操作手順の概要
ここでは、基本的な操作の流れについて説明します。詳しい設定の方法は該当ページを参照してください。

■電源の投入
①電源スイッチを押します。電源インジケーターが点灯し、LCDのバックライトが点灯します。
②本機が自己診断モードに入ります。LCDに自己診断時の画面が表示され、RAM、ROM、内部メモリーバ
ックアップ用バッテリーのチェックを行います。
③LCDが通常画面になり、前回の電源切断時の状態に復帰します。

■動作モードの設定（20ページ）
¡ユーティリティー画面で行ないます。
¡ユーティリティー選択スイッチ[UTILITY]でを押して、画面上で設定を行ない、エンタースイッチ[ENTER]
を押して確定してください。

■パラメーターの設定（14ページ）
①パラメーターを設定する画面を表示します。方法は以下の2通りあります。
(a)画面選択スイッチ[GEQ],[PEQ],[NOTCH],[LVL-DLY],[COMP],[GATE],[UTILITY]を押すと、パラメータ
ー設定画面が表示されます。

(b)ブロック／メーター選択スイッチ[BLOCK/METER]を押してブロック図画面を表示し、カーソルスイッ
チを押して設定したいパラメータにカーソルを移動してエンタースイッチ[ENTER]を押すと、そのパラ
メーターを設定する画面が表示されます。

②設定したい画面がLCDに表示されたら、設定したいパラメーターにカーソルスイッチでカーソルを移動し、
ロータリーエンコーダーでパラメーターの値を変更してください。

■設定の保存（29ページ）
①メモリー・ライトスイッチ[WRITE]を押して下さい。（スイッチに付いているLEDが点灯します。）
②この状態でロータリーエンコーダーを操作し、LCD上で保存したいメモリー番号を1～16から選択します。
※個別のメモリープロテクトがONになっている場合は、OFFにしてください。工場出荷時は全てOFFとな
っています。

③エンタースイッチ[ENTER]を押すとメモリーへの保存が実行されます。
※書込まれたデータはバッテリーでバックアップされていますので、電源OFFを行ってもデータは保存さ
れています。

■設定の読み出し（30ページ）
①メモリー・リードスイッチ［READ］を押して下さい。（スイッチに付いているLEDが点灯します。）
②この状態でロータリーエンコーダーを操作し、LCD上で読み出したいメモリー番号を1～16から選択しま
す。
③エンタースイッチ[ENTER]を押すとメモリーへの保存が実行されます。

■ハウリング抑圧機能（24ページ）
①本機および周辺機器を設定して音を出し、ハウリングが起きる手前の状態に拡声レベルを上げます。
②ノッチフィルター選択スイッチ[NOTCH]を押して、ノッチフィルター画面を開きます。
③オートノッチ操作を行ないます。これによって、拡声システムの固定的なハウリングに対しノッチフィル
ターを設定します。
※ノッチフィルターはマニュアルで設定することもできます。

④ワイヤレスマイクロホンを持った人が移動したりして、オートノッチ機能で押さえた固定的なハウリング
周波数以外でハウリングが発生する場合、ダイナミックノッチ機能を使用します。
ダイナミックノッチスイッチ[DYNAMIC NOTCH]を押すとダイナミックノッチ機能が働き、発生するハウ
リングの周波数に対してノッチフィルターを自動的に追随させます。

12
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■動作状態のモニター（31ページ）
¡ブロック／レベルメーター[BLOCK/METER]選択スイッチを押してください。
¡1度押すと現在使用している系統のブロック図が表示されます。
¡もう1度押すと、入出力レベルメーター、コンプレッサー動作、現在読み出されているメモリーNo.の拡大
表示した画面が表示されます。

■簡易メモリー機能（32ページ）
パラメーター設定中に一時的に状態を保存して、あとで聞き比べを行ないたい場合に便利です。
①簡易メモリー・セーブスイッチ[SAVE]を押すと、この時の状態が簡易メモリーに保存されます。
②簡易メモリー・ロードスイッチ[LOAD]を押すと、保存された状態を呼び出すことができます。
③もう一度簡易メモリー・ロードスイッチ[LOAD]を押すと、このスイッチを押す前の状態に戻ります。

■バイパス機能（33ページ）
バイパススイッチ[BYPASS]を押すと、入力信号がバイパスされて出力されます。バイパス中は内蔵LEDが
点灯します。解除には再度押します。

■設定の保護方法
不用意な操作、いたずらによるデータの破壊を避けるため以下の2つの機能があります。

●ロック機能（33ページ）
¡スイッチの操作を行なってもパラメーターが変更できなくなります。設置、調整後に使用ください。
¡ロックスイッチ[LOCK]を押しながら、エンタースイッチ［ENTER］を押してください。
解除には、同じ操作をもう一度行ないます。

●メモリープロテクト機能（29ページ）
¡設定したパラメーターをメモリーに上書きすることができなくなります。
¡メモリープロテクト機能には、メモリー全体にかけるメイン・メモリープロテクト機能と、メモリー番号
の個別にかける個別メモリープロテクト機能の2つがあります。
・メイン・メモリープロテクト機能：ユーティリティー画面中のメモリープロテクトをONにしてください。
・個別メモリープロテクト機能：ライト画面中で個別メモリープロテクトをONにしてください。

注意：
以下に示す操作を行うと音声がミュートされます。
・ユーティリティ画面でモードを変更したとき。
・ユーティリティ画面でGEQ/PEQを変更したとき。
ただし、GEQ→LIST GEQ, LIST GEQ→GEQの変更はミュートされません。
・設定の読み出しを行いモードを変更したとき。
・パターンコントロールでメモリーの読み出しを行い、モードを変更したとき。
・外部通信制御で、Current Setを実行したとき。(バルクアウトのCurrent Setを含む場合でモードを変更するとき)。
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操作の基本
本機では、LCD画面上でパラメーターの設定を行ないます。基本的な画面の見方とパラメーターの設定のしかた
を説明します。

■画面と機能

本機では、画面選択スイッチそれぞれにLCD画面が対応しています。スイッチとLCD画面の関係はこのようにな
っています。

GEQ

●GEQ画面

27バンドのグラフィックイコライザーとして使用できま
す。

このような表形式の表示も可能です。
ユーティリティー画面で設定します。

PEQ

●PEQ画面

10バンドのパラメトリックイコライザーとして使用できま
す。

NOTCH

●ノッチフィルター画面

ハウリング抑圧機能は、この画面で設定を行います。

LVL-DLY

●レベル・ディレイ（LVL-DLY）画面

各チャンネルのレベル、ディレイを設定する画面です。



操
作
概
要

15

COMP

●コンプレッサー（COMP）画面

コンプレッサーでは、過大な信号のレベルを抑えることが
できます。スピーカー保護などに使用します。

GATE

●ノイズゲート（GATE）画面

ノイズゲートは、信号レベルが一定のレベルを下回った時
に出力をカットします。システムノイズが耳につく場合な
どに有効です。

UTILITY

●ユーティリティー（UTILIY）画面

モードの設定、および各種周辺機能の設定を行う画面です。

BLOCK

METER

●ブロック図（BLOCK）画面

現在使用しているモードのブロック図を表示します。
（1回押し）

（2回押し）

BLOCK

METER

BLOCK

METER

●レベルメーター（METER）画面

レベルメーター表示、コンプレッサー動作表示、メモリー
No.の拡大表示表示を行ないます。

WRITE

●ライト（WRITE）画面

現在の設定をメモリーに保存することができます。

READ

●リード（READ）画面

メモリーに保存した設定を読み出すことができます。
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操作の基本
■画面のみかた

画面の上部の表示、またカーソルの表示は各画面に共通です。

＜ブロック図画面の例＞

④画面名

⑤カーソル位置

②メモリータイトル ①メモリー番号③モード名

項目 内容

①メモリー番号 最後に読み出されたメモリー番号を表示します。

②メモリータイトル 各メモリー番号につけられたメモリータイトルを表示しています。

メモリータイトルはユーティリティー画面上で設定されたものです。

③モード名 現在のモード名を表示しています。

モード名はユーティリティー画面上で設定されたものです。

④画面名 現在選択されている画面の名称を表示しています。

⑤カーソル位置表示 現在選択されているパラメーターを白黒反転表示しています。
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■パラメーター設定のしかた

設定にはロータリーエンコーダーとエンタースイッチ[ENTER]を使用します。

¡カーソルを設定したいパラメーターに移動させ、ロータリーエン
コーダーを回すとカーソル内の値が変化します。

¡押しながら回すと値が速く増加／減少します。
¡通常のパラメーターはロータリーエンコーダーを回すことによっ
てリアルタイムで変更されます。

¡パラメーターによってはエンタースイッチ[ENTER]を押さないと
設定が変更されないものがあります。この場合、LCD画面上に
“PUSH ENTER TO SET！” あるいは “PUSH ENTER TO
START” 等のメッセージが表示されます。この時はエンタース
イッチ[ENTER]を押してください。

ロータリーエンコーダー

減少 増加

PARAMETER 
PUSH-FAST
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操作の基本
■画面の切り替えかた

●画面の呼び出しかた

¡画面の呼び出しかたには2つの方法があります。

◆画面選択スイッチで
¡画面に対応した画面選択スイッチを押すと、その画面に切り替わります。

◆ジャンプ機能で
¡本機では、画面選択の補助機能として、ブロック図上でからのジャンプ機能があります。
①ブロック／メーター選択スイッチ[BLOCK/METER]を押してブロック図画面を表示します。

②カーソルスイッチを押して設定したいパラメーターにカーソルを移動します。

③エンタースイッチ[ENTER]を押すと、そのパラメーターを設定する画面が表示されます。

Digital  Multi  Equalizer

COMP GATE UTILITY

LVL-DLYNOTCHPEQGEQ WRITE READ ENTER

WZ-DE45

DYNAMIC 
NOTCH

TEMPORARY MEMORY 
SAVE              LOAD

 
BYPASS

PARAMETER 
PUSH-FAST

BLOCK 
METER



メモ
¡設定chの切り替えは、各画面上の“ch”パラメーターを変更することによっても行えます。

操
作
概
要

19

●複数画面の切り替え

¡1種類の画面が複数で構成されている場合は以下のように切り替えます。

◆パラメーターが複数画面にまたがる場合．．．．．カーソルスイッチで
¡カーソルを画面の端まで移動させると自動的に次画面に切り替わります。

＜ブロック図画面の例＞

第1画面でカーソルをどんどん右に移動させると．．．． 自動的に第2画面に切り替わります。

◆chA、chBの画面切り替え．．．．．画面選択スイッチをもう一度
¡chA、chBの設定画面が別な場合は、その画面選択スイッチをもう一度押すと、反対側のチャンネルの設
定画面を表示できます。

＜GEQ画面の例＞

chA画面でもう一度　　　　　　　　　　　　　　　　　ｃｈB画面が表示されます
GEQ選択スイッチ[GEQ]を押すと．．．． 。
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動作モードの設定
¡本機は、システムの系統にあわせて2つのモードをもっています。これらのモード間では、コンプレッサーの位
置が入力側か出力側かが異なっています。（コンプレッサーの効果については46ページをごらんください）

¡ステレオ系としても、独立した2チャンネルイコライザーとしても活用できます。
¡モノスイッチをONにしてマスターレベルを操作すると、1入力２出力の系統が構成できます。
¡イコライザーはGEQ、PEQのどちらかから選択します。

■モードの種類

●STEREO1
¡コンプレッサーの位置がイコライザーの後ろになります。
¡スピーカー保護のために有効です。

●STEREO2
¡コンプレッサーの位置がイコライザーの手前になります。
¡コンプレッサー動作時もイコライザーの効き具合が変化しません。

(モノミックススイッチ)

ディレイ ノッチ レベル、位相 コンプレッサー ノイズゲート 

27BAND GEQ

10BAND PEQ

ディレイ 

レベル 

レベル ノッチ レベル、位相 コンプレッサー ノイズゲート 

27BAND GEQ

10BAND PEQ

(モノミックススイッチ)

レベル 

レベル 

コンプレッサー 

コンプレッサー 

ノイズゲート 

ノイズゲート 

ディレイ ノッチ レベル、位相 

27BAND GEQ

10BAND PEQ

ディレイ ノッチ レベル、位相 

27BAND GEQ

10BAND PEQ
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■モード設定のしかた

¡この設定はユーティリティー画面で行います。

①ユーティリティー画面を開き
ます。

②モードを選びます。

③モノミックススイッチの設定
をします。

④入力側イコライザーを選びま
す。

⑤エンタースイッチ［ENTER］を
押して、確定します。

¡ユーティリティー選択スイッチ[UTILITY]を押してください。
ユーティリティー画面が表示されます。

¡モード[MODE]をSTEREO1、STEREO2のどちらかから選び
ます。

¡モノミックス機能[MONO MIX]を、ON.OFFのどちらかに設定
します。ONにすると、A,Bのミックスが行えます。また、1入
力2出力の系統にできます。（このとき、使用しない入力はレ
ベルをOFFに設定します。）

¡GEQ／PEQ選択[GEQ/PEQ]でGEQ,PEQ、LIST GEQのどれか
を選びます。
GEQ：設定をグラフィカルに確認できます。
PEQ：詳細な音場補正が行えます。
LIST GEQ：表形式のGEQです。GEQで数値入力する場合に
便利です。

¡エンタースイッチ[ENTER]を押して、設定を確定します。

基
本
操
作

UTILITY
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イコライザーの使いかた
本機は入力側のイコライザー（マスターEQ）として、GEQまたはPEQのいずれかを選択できます。
※この設定は、ユーティリティー画面で[GEQ/PEQ]パラメーターをGEQ, PEQ, LIST GEQ（表形式のGEQ）か
ら選択することによって行います。

■GEQ（グラフィックイコライザー）

¡ユーティリティー画面で[GEQ/PEQ]パラメーターをGEQにした場合、マスターEQとしてGEQが使用可能
になります。

¡GEQは、その周波数特性が大まかに読み取れるという特長があります。

①マスターEQとしてGEQを選択
しておきます。

②GEQ画面を開きます。

③周波数ごとにゲインを設定し
ます。

④反対側のチャンネルも調整し
ます。

¡ユーティリティー画面で設定します。
※「モードの設定」を参照してください。

¡GEQ選択スイッチ[GEQ]を押して、GEQ画面を呼び出します。

¡[EQ]がONになっていることを確認してください。

¡カーソルを[G]にあわせます。
カーソルスイッチ[t][s]で周波数を選び、ロータリーエンコ
ーダーをでゲインを調整します。
※周波数は[F]にカーソルを置いてロータリーエンコーダーで
変更することもできます。

¡もう一度GEQ選択スイッチ[GEQ]を押すと、反対側のチャンネ
ルが調整できます。

GEQ

GEQ

メモ
¡ステレオリンク機能をONにすると、chＡとchＢの特性を同時に変更できます。
¡ハイパスフィルター [HPF]、ゲイン [GAIN] もこの画面で設定できます。
¡ユーティリティー機能では、GEQの設定を変えることができます。（→52ページ）
・つまみをカーソルスイッチで上下左右に動かすこともできます。[GEQ KEY] で、EXPANDに設定します。
※GEQバンド周波数・バンドゲインの以外の設定を行う時には [GEQ KEY] をNORMALに戻してください。

・ゲイン（縦軸）の最大表示は、±6dB、±15dBのどちらかに選択できます。[GEQ SCALE] で設定し
ます。初期値は±15dBです。
・グラフィック表示の代わりに表形式でGEQを設定することができます。[GEQ/PEQ] で、LIST GEQを
選びます。
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■PEQ（パラメトリックイコライザー）
¡ユーティリティー画面で[GEQ/PEQ]パラメーターをPEQにした場合、マスターEQとしてPEQが使用可能
になります。

¡PEQは、バンド帯域幅（Ｑ）を細かく調整できるため、きめ細かな周波数特性の補正ができる特長があり
ます。

¡測定器で音場の特性を測定しながら細かく補正を行なう場合などに便利です。

①マスターEQとしてPEQを選択
しておきます。

②PEQ画面を開きます。

③調整するPEQの番号を選びま
す。

④タイプ、周波数、ゲイン、Qを
調整します。

⑤他のPEQ番号でも③、④を行
います。

⑥反対側のチャンネルも調整し
ます。

¡ユーティリティー画面で設定します。
※「モードの設定」を参照してください。

¡PEQ選択スイッチ[PEQ]を押して、PEQ画面を呼び出します。

¡[EQ]がONになっていることを確認してください。

¡カーソルを目的の番号 [P1], [P2], [P3]....の右側に移動させま
す。

¡カーソルを”TYPE”、”FRQ”、”GAIN”、”Q”にあわせて、ロ
ータリーエンコーダーを回して調整をします。

PEQ

¡もう一度PEQ選択スイッチ[PEQ]を押すと、反対側のチャンネ
ルが調整できます。

PEQ

メモ
¡ローパスフィルター、ハイパスフィルターも設定できます。
¡ステレオリンク機能をONにすると、chＡとchＢの特性を同時に変更できます。
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ハウリング抑圧機能の使いかた
¡本機では、ハウリング抑圧のためにノッチフィルターを使用します。設定は、ノッチフィルター画面で行い
ます。

¡本機のハウリング自動抑圧方法は大きくオートノッチ機能とダイナミックノッチ機能に分けられます。これ
ら2つの機能を組み合わせることによって効果的なハウリング除去が行なえます。

●プリノッチ機能
¡プリノッチ機能は、設置時などに、ハウリングの起こりやすい周波数に対してあらかじめノッチフィルター
を設定する機能です。

¡拡声音場に対して固定的なハウリングを「起きにくくする」働きがあります。

●ダイナミックノッチ機能
¡マイクロホンの移動や、ステージ上の変化等によって起こる突発的なハウリングに対して、リアルタイムで
ノッチフィルターを追随させる機能です。「ハウリングが起きたらすぐに抑える」働きがあります。

¡コンプレッサー機能と合わせて使用することにより、急激なハウリングの成長によるスピーカーの破壊を防
ぐことができます。

●使い分けの目安
プリノッチとダイナミックノッチは、２種合わせて合計９本使用できます。
目安として、プリノッチとダイナミックノッチの設定例を示します。
初期設定は、プリノッチ５本、ダイナミックノッチ４本です。

■プリノッチの設定のしかた
※プリノッチはイコライザーやレベルを設定した後で設定してください。

（A）

（B）

（C）

状況 プリノッチ本数 ダイナミックノッチ本数

マイクロホンとスピーカーの位置が固定されている場合 ５本程度 補助的に2～4本

（講演会場など）

マイクロホンの位置が動く場合 ２～５本

（ワイヤレスマイクロホン使用時など）

①ノッチ画面を開きます。

②設定を確認します。

¡ノッチフィルター選択スイッチ[NOTCH]を押して、ノッチフ
ィルター画面を開きます。

¡以下の点を確認してください。
“AUTO” ：ON       図中（Ａ）
“SET” ：PRE:AUTO    図中（Ｂ）
“PRE” ：1以上（５本程度が目安です。） 図中（Ｃ）

NOTCH



25

基
本
操
作

③システムをハウリング寸前に
します。

④プリノッチを自動設定にしま
す。

⑤設定を確認します。

⑥ノッチフィルターの周波数を
確認します。

⑦イコライザーで周波数特性を
補正します。

①～④をもう一度行ない
プリノッチを再設定します。

¡本機および周辺機器を設定して音を出し、ハウリングが起きる
手前の状態（2～3dB下）に拡声レベルを上げます。

¡エンタースイッチ[ENTER]を押します。

本機が自動的に内部ゲインを上げてハウリングをおこし、ノッ
チフィルターを自動的に設定します。
プリノッチが設定されると、”PRE”右側の□が■に変わって
いきます。

¡[AUTO]をOFFにすると、プリノッチが設定されている周波数
を確認できます。

¡現在の拡声系でハウリングが起きやすくなっている周波数領域
を探します。

¡似通った（近い）周波数にノッチフィルターの周波数が集中し
ていないかどうか確認してください。
※200Hz以下で集中している場合は、暗騒音や声を検出して
いる可能性があります。静かな状態でもう一度プリノッチ設
定を行なってください。

¡そうでない場合は、最初に検出した周波数（画面上で[F1]）を
確認してください。

¡GEQまたはPEQで、先ほど確認した周波数にもっとも近い周
波数のゲインを少し落としてください。（ゲインは-3dBくらい
が目安です。またPEQの場合、Qは5～10程度が目安です。）

¡この周波数特性の補正による音質の変化が気になる場合は、補
正をやめて以降の操作は行なわないでください。

¡イコライザーで補正したことにより、先ほどよりもハウリング
が起きにくい状態になっています。

¡もう一度①から繰り返してプリノッチを設定してください。
前回設定されたプリノッチは自動的にクリアされ、新しくプリ
ノッチが設定されます。

ENTER

¡画面左下に“MEASURING STOP”と表示されるとオートノッチ機能によるプリノッチ設定の終了です。
※計測が失敗した場合は、”MASUREMENT FAILURE”と表示されます。

※以下の操作は必ずしも行なう必要がありませんが、拡声レベルをさらに上げることができる場合もあります。

メモ
“AUTO”をOFFに設定すると、画面が変わり、設定されたプリノッチの周波数が確認できます。

注意
¡本番中にはオートノッチ機能を実行しないでください。設置後の調整時やリハーサル中に行ってください。
¡オートノッチの動作は、できるだけ静かな状態で行ってください。
¡入力信号にハムや空調音など、継続的な特定周波数のピークがある場合、ハウリングと認識してしまう場
合があります。
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ハウリング抑圧機能の使いかた
■ダイナミックノッチの設定のしかた

（A）

（B）

①システムを動作させます。

②ノッチ画面を開き、設定を確
認します。

③ダイナミックノッチスイッチ
［DYNAMIC NOTCH］を押し
て、ダイナミックノッチを動
作させます。

¡音が出る状態にしてください。

¡ノッチフィルター選択スイッチ[NOTCH]を押して、ノッチフ
ィルター画面を開きます。

¡以下の設定を確認します。
“AUTO”：ON     図中（Ａ）
“DYN” ：1以上 図中（Ｂ）

¡本機前面パネルのダイナミックノッチスイッチ[DYNAMIC
NOTCH]を押すと、ダイナミックノッチ機能が動作を開始しま
す。動作中はスイッチに内蔵されたLEDが点灯します。

¡ダイナミックノッチ機能を中止するには、ダイナミックノッチスイッチ[DYNAMIC NOTCH]を再度押します。
¡一度③の確認を行なった後は、ダイナミックノッチスイッチを押すだけで自動的にノッチフィルター設定画面
が開き、ダイナミックノッチ動作を開始します。

¡ノッチフィルター画面の[MODE]でDYNAMICを選択してエンタースイッチ[ENTER]を押すことによってもダイ
ナミックノッチ機能は動作します。

NOTCH

DYNAMIC
NOTCH
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現　　象

プリノッチ設定時に、ハウリ

ングが起きていないのにノッ

チフィルターがセットされる。

プリノッチ自動設定中にハウ

リングが起きないまま終了す

る。（このときLCDには、

“MASUREMENT FAILURE”

と表示される。）

LCDに“OUT OF RANGE”

と表示される。（プリノッチ

設定中の場合は動作が止まり

ます。）

プリノッチ設定時に、ハウリ

ング周波数が近い帯域に集中

してしまう。

※”AUTO”をOFFにすると、

設定されたノッチ周波数が

確認できます。

ダイナミックノッチ動作中に

ハウリングが起きていないの

にノッチが設定されて音質が

変化してしまう。

原　　因

ハウリング以外の音でノッチ

フィルターがセットされてい

ます。人の声、楽器音、BGM、

空調音などがマイクに入って

いませんか？また信号にハム

がのっていませんか？

ゲインを上げてもハウリング

が起きていません。

ノッチフィルター作動周波数

範囲外(40～18000Hz)のハウリ

ングが生じています。

特定の周波数帯域でハウリン

グを起こしやすくなっていま

す。

人の声やBGMなど、ハウリン

グ以外の音に対してノッチフ

ィルターを設定しています。

対　　　　　　　策

¡場内でこれらの音を止めて静かな状態で調整してくだ

さい。

¡[SENS]を”MID”、”LOW”にして見てください。ま

た[RESP]を”SLOW”にして見てください。効果があ

る場合があります。（この時、ハウリングが抑圧され

るまでの時間が少し長くなります。）

¡原因となっている音の周波数が分かっている場合は、

[AUTO]を”OFF”にして該当する周波数にカーソル

をあわせて”OFF”にすると、そのノッチフィルター

はキャンセルされます。

¡ハムの場合は、システムのアースを改善して、ノイズ

を止める対策をしてください。

¡拡声音量が十分であれば、システムは良好な状態にな

っていますのでこのまま使用してください。

¡拡声音量が不充分な場合は、システム自体のゲインが

不足しています。音量をハウリング寸前まで上げても

う一度オートノッチを動作させてください。

¡ミキサー等でイコライザーを調整して、ローカットや

ハイカットを行ってください。

¡このような場合は、システム上で発振などの異常な現

象が生じている場合がありますので、システムをもう

一度確認してください。

¡システムのスピーカー、マイクを調整して、基本的な

ハウリング環境を改善してください。

¡「プリノッチの設定のしかた」&⑥⑦の要領でGEQや

PEQなどでまず音場補正を行なってからハウリング調

整を行なってください。

¡[RESP]を”SLOW”にしてみてください。（この時、ハ

ウリングが抑圧されるまでの時間が少し長くなります。）

¡場内の暗騒音、BGM、人の声等が比較的大きな場合は

[SENS]を”MID”、”LOW”にしてみてください。（こ

の時、ハウリングが抑圧されるまでの時間が少し長く

なります。）

■うまく設定できない場合
本機は周波数分析によってハウリングを検知しています。独自の検出方法によって誤動作が生じにくいよう
にしていますが、以下のような場合はハウリングをうまく検出しないことがあります。



レベル、ディレイ、コンプレッサー、ノイズゲートの調整のしかた
¡ディレイは、音の遅延を与える機能です。複数のスピーカーが配置されている場合、ディレイを適切に設定す
ると、音の聞こえる方向を制御することができます。

¡コンプレッサーは大きな信号が入力されたときに出力のレベルを抑える機能です。スピーカーが過大入力によ
って破壊されるのを防ぐ場合などに使われます。

¡ノイズゲートは、入力信号が一定のレベルより低くなったときに出力をカットする機能です。システムノイズ
が大きく無音時に「サーッ」というノイズが目立つ場合などに効果的です。

●設定のしかた
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レベル／ディレイ画面 コンプレッサー画面 ノイズゲート画面

①設定する画面を開きます。

②設定するチャンネルを選択し
ます。

③パラメーターを調整します。

¡画面選択スイッチを押します。

¡コンプレッサー画面では、設定するチャンネルを選択します。
¡レベル／ディレイ画面、ノイズゲート画面では１画面に全チャ
ンネルが表示されますのでカーソルを移動させます。

¡パラメーターの詳細は｢画面と機能の解説｣（44ページ）をご
覧ください。

LVL-DLY

COMP

GATE

レベル、ディレイの設定

コンプレッサーの設定

ノイズゲートの設定

メモ
¡ステレオリンク機能をONにすると、chＡとchＢの特性を同時に変更できます。
¡コンプレッサーの動作状態は、レベルメーター画面で確認できます。（31ページ）
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設定の保存と読み出しのしかた
¡現在運用しているモードと各種パラメーターの設定を16個までメモリーに書き込んだり、読み出したりするこ
とができます。設定には名前がつけられます

¡使用するシーンにあわせて事前にイコライザーやディレイなどを設定して保存しておけば、用途に合った設定
が簡単に呼び出せます。

¡パターンコントロール機能と組み合わせると、複数のWZ-DE45に設定されたパターンも同時に切り替えられま
す。

■設定の保存

①ライト画面を開きます。

②保存するメモリーNo.を選択し
ます。

③ライトプロテクトOFFを確認
します。

④エンタースイッチ［ENTER］
を押して、保存を行います。

¡メモリーライトスイッチ[WRITE]を押すとライト画面が表示さ
れます。

¡カーソルスイッチまたはロータリーエンコーダーを使って保存
したいメモリー番号にカーソルを移動させます。

¡No.1～No.16の16個から選びます。

¡個別メモリープロテクトがOFFであることを確認して、エンタ
ースイッチ[ENTER]を押すと、データが保存されます。
※個別メモリープロテクトがONの状態では保存ができません。
カーソルを移動してOFFにしてから保存を行ってください。

¡エンタースイッチ[ENTER]を押すと、保存が行われます。

WRITE

ENTER

メモ
¡メモリーの保護には、個別メモリープロテクト機能とメインメモリープロテクト機能の２つがあります。
メインメモリープロテクト機能はユーティリティー画面で設定します。（→52ページ）
※メインメモリープロテクトがONの場合は、すべてのメモリーに新たに保存ができなくなります。

¡保存する設定には、ユーティリティー画面で設定したタイトルがつけられます。（→52ページ）



¡メモリーリードスイッチ[READ]を押します。LCDにリード画
面が表示されます。

設定の保存と読み出しのしかた
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■設定の読み出し

READ

①リード画面を開きます。

②読み出すメモリーNo.を選択し
ます。

③エンタースイッチ［ENTER］
を押して、読み出しを行いま
す。

¡リード画面上で、ロータリーエンコーダーを使って読み出した
いメモリー番号を設定します。

¡エンタースイッチ[ENTER]を押すと、データが読み出されま
す。

ENTER

メモ
¡各メモリーNo.には、タイトルとモード名（STEREO1／STEREO2）が表示されています。
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その他の主な機能
■動作状態のモニター

¡設定終了後は、ブロック図、またはレベルメーターの表示にしておくと、本機の状態がモニターできて便
利です。
※これら２つの画面は、ブロック／レベルメーター選択スイッチを押すたびに交互に表示されます。

●ブロック図画面
¡現在運用されているモードのブロック図をＬＣＤ画面上で確認することができます。
¡カーソルを移動させてエンタースイッチ[ENTER]を押すと、そのパラメーターの設定画面にジャンプでき
ます。

¡ブロック／レベルメーター選択スイッチ[BLOCK/METER]を1回押すと呼び出せます。

※ブロック図画面は２画面で構成されています。カーソルスイッチで画面を切り替えます。

●レベルメーター画面
¡入出力レベルをＬＣＤ上で7段階のバー表示で確認することができます。
¡通常右上に小さく表示されているメモリー番号が大きく表示されます。
¡コンプレッサーの動作状態が表示されます。
¡ブロック／レベルメーター選択スイッチ[BLOCK/METER]を２回押すと呼び出せます。

BLOCK

METER

BLOCK

METER

BLOCK

METER

BLOCK

METER
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その他の主な機能
■簡易メモリー機能

¡パラメーター設定中に一時的に状態を保存して、あとで聞き比べを行いたい場合に便利です。

TEMPORARY
MEMORY

SAVE LOAD

①［SAVE］スイッチを押して簡
易保存します。

②［LOAD］スイッチを押して簡
易メモリーを呼び出します。

③もう一度［LOAD］スイッチを
押すと、現在の設定に戻ります。

¡簡易メモリー・セーブスイッチ[SAVE]を押すと、この時の状
態が簡易メモリーに保存されます。

¡簡易メモリー・ロードスイッチ[LOAD]を押すと、保存された
状態を呼び出すことができます。

¡LEDに内蔵されたLEDが点灯します。

¡再度簡易メモリー・ロードスイッチ[LOAD]を押すと、このス
イッチを押す前の状態に戻ります。
スイッチに内蔵されたLEDは消灯します。

メモ
¡③の状態でさらに簡易メモリー・セーブスイッチ[SAVE]を押すと、現在の状態が新たに簡易保存されます。
¡簡易メモリーは、電源をOFFにするとクリアされます。

簡易保存したい状態で…

その後設定を続けた後で、
簡易保存した時点の状態と
比べたくなったら…

SAVE

LOAD
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■バイパス機能

¡本機は入出力をバイパスする機能を持っています。調整の効果を確認する場合に使用されると便利です。
¡バイパスするには、バイパススイッチを押してください。バイパススイッチ内蔵LEDが点灯します。
¡バイパスを解除するためには再びバイパススイッチを押してください。バイパススイッチ内蔵LEDは消灯
します。

■ロック機能

¡本機は、パネル面からパラメーターの変更を不可能にするロック機能を持っています。
¡調整後、本機をロック状態にしておくと不意の誤操作やいたずらから設定を守ることができます。
¡パターンコントロール機能を有効にするためにはロック状態にしておく必要があります。
¡ロック状態でも、各種画面選択スイッチを押してパラメーターの設定状態を確認することは可能です。

◆ロック状態の設定
¡ロックスイッチ[LOCK]を押しながら、エンタースイッチ[ENTER]を押してください。
¡ロック状態になるとスイッチロックインジケータが点灯し、LCDのバックライトが消灯します。

◆ロック状態の解除
¡ロック状態で、ロックスイッチ[LOCK]を押しながらエンタースイッチ[ENTER]を押してください
¡ロック状態が解除されるとスイッチロックインジケータが消灯し、LCDのバックライトが点灯します。

Digital  Multi  Equalizer

COMP GATE UTILITY

LVL-DLYNOTCHPEQGEQ WRITE READ ENTER

WZ-DE45

DYNAMIC 
NOTCH

TEMPORARY MEMORY 
SAVE              LOAD

 
BYPASS

PARAMETER 
PUSH-FAST

BLOCK 
METER

LCD 
 CONTR

LOCK



■LCDコントラストの調整

¡本機のＬＣＤはコントラストの調整ができます。約Φ3mmのマイナスドライバーで調整してください。
¡右に回すとＬＣＤ表示は濃くなり、左に回すと薄くなります。

※設置場所が目の高さよりも高い場合や低い場合にコントラストを調整すると、LCD画面が見やすくなり
ます。
※コントラストは温度によって若干変化し、低温時は表示が薄くなり、高温時は濃くなります。本機は
25℃程度の温度で見やすいように調整されておりますので、周囲温度が低い場所、高い場所ではコント
ラストを調整するとＬＣＤ画面が見やすくなります。

■パターンコントロール
¡本機は、接点によるメモリ読み出し機能を持っており、これをパターンコントロール機能と呼んでいます。
¡パターンコントロールを使うと、事前にメモリーに保存しておいたパラメーターの設定を簡単に呼び出せます。
¡たとえば、大宴会場などで、間仕切りして使用したり、一度に使用したりする場合、それそれにあわせた
設定をメモリーしておけば、パターンコントロールで呼び出すことによって簡単に拡声パターンを切り替
えることができます。
※詳細は、「パターンコントロールのしかた」（55ページ）をお読み下さい。
※この機能をお使いの場合は、お買い上げの販売店にご相談ください。

●使用例
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その他の主な機能

音の聞こえる方向

音
の
聞
こ
え
る
方
向

音
の
聞
こ
え
る
方
向

■パターン1  間仕切り無しで… ■パターン2  間仕切りして…

LCD 
 CONTR

LOCK
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■デジタル音声入出力について
●形式

以下のAES/EBUフォーマットに準拠しています。

■内部リレーの働き
¡本機の各出力チャンネルにはリレーが内蔵されています。このリレーは通常動作時にはONとなりますが、
次の場合はOFFとなります。
電源OFF時
電源ON直後の自己診断モード時
暴走監視タイマーによりCPUの暴走を検知した場合

¡本機では、出力側リレーのOFF時の状態を、各出力チャンネル毎にミュート、chA入力のバイパス、chB
入力のバイパス、のいずれかに設定できます。工場出荷時はchA入力→chA出力のバイパス、chB入力→
chB出力のバイパスとなっています。この設定を変更する場合はお買い上げの販売店にご相談ください。

■暴走監視機能
¡本機は、暴走監視機能を持っています。この機能はCPUが正常に動作しているかどうかを監視し、万一の
故障、外部からの極端なショック等によりCPUが暴走した場合に以下の動作を行います。
・内部リレーを電源OFF時と同様の状態にする。
・LCDのバックライトを点滅させる。

¡もし上記の現象が起きた場合は、電源をOFFし、お買い上げの販売店にご相談ください。電源を再度ONし
たときに上記現象が再現しない場合でもご相談ください。

●アナログとデジタルの切替え
◆入力
切り替えは自動的に行われ、LCD画面等で設定する必要はありません。
アナログとデジタルが同時に入力された場合は、デジタル入力優先です。
デジタル入力がある場合、自動的にデジタル入力を選択します。デジタル入力がない場合は自動的にアナ
ログ入力を選択します。

◆出力
常にアナログ、デジタルの両方で出力されています。設定の必要はありません。

●デジタル入出力の際の外部機器との同期
外部同期端子は持っていません。

◆外部機器とデジタル入力
デジタル入力の信号に本機内部のシステムクロックを自動的に同期させます。

◆外部機器とデジタル出力
本機内部のシステムクロックによる信号が出力されます。

注意
¡本機においては、他の機器とのクロックの同期はデジタル入力の信号によってのみ行っており、外
部同期端子は持っていません。

¡本機のデジタル出力を他のデジタル入力機器に接続する際は、その機器および全体のシステムが本
機のデジタル出力に同期するかどうか確認してください。

エンファシス ON,OFF自動識別 OFF

入　　力 出　　力

48kHz±0.1% 48kHz
プロフェッショナルユース プロフェッショナルユース

ON,OFF自動識別 OFF

サンプリング周波数

モード

エンファシス
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■GEQ（グラフィックイコライザー）
¡ユーティリティー画面で[GEQ/PEQ]パラメーターをGEQ, またはLIST GEQに設定すると、マスターイコラ
イザーとしてGEQが使用可能になります。

●解説
¡グラフィックイコライザー(GEQ)は、ピーキン
グ型パラメトリックイコライザーのＱを固定化
し、中心周波数を対数で等間隔として縦続接続
したイコライザーです。その特性例を右図に示
します。

¡グラフィックイコライザーは、その特性が（ラ
フではありますが）グラフィック的に読み取れ
るという特長があります。

¡本機では表形式のGEQモード(LIST GEQ)も持
っています。これは機能は通常のグラフィック
イコライザーと同じですが、各周波数に対する
ゲインを数値的に入力するのに便利です。

●設定画面
¡GEQ選択スイッチ[GEQ]を押すとこの画面が表示されます。
※ただしユーティリティー画面で[GEQ/PEQ]パラメーターをPEQに設定している場合、GEQは使用できま
せん。

¡GEQ選択スイッチ[GEQ]を繰り返し押すことによって、設定するチャンネルを切り替えることができます。

◆GEQ画面
¡ユーティリティー画面で[GEQ/PEQ]パラメーターをGEQに設定した場合、この画面が表示されます。

◆LIST GEQ画面
¡ユーティリティー画面で[GEQ/PEQ]パラメーターをLIST GEQに設定した場合、この画面が表示されます。
¡LIST GEQ画面は全４画面に分かれており、カーソルを下へ移動させると画面が切り替わります。

画面の機能と解説

⑧ステレオリンク

①GEQ ON/OFF

②GEQチャンネル

⑤GEQバンド帯域幅（Q）

⑥HPFカットオフ周波数

⑨GEQグラフィック表示

④GEQバンドゲイン③GEQバンド周波数

③GEQバンド周波数

⑦GEQマスターゲイン

④GEQバンドゲイン
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パラメーター 概要 数値 ステップ 初期値

①GEQ ON／OFF GEQのON／OFFを選択します。 ON, OFF ー ON

②GEQチャンネル選択 調整するチャンネルを設定します。 A, B ー A

③GEQバンド周波数 調整するバンドの周波数を設定します。 40～16kHz 1/3oct 40

※チャンネルの変更は、もう一度GEQ選択ス

イッチ[GEQ]を押すことによっても可能です。

④GEQバンドゲイン 調整するバンドのゲインを設定します。 -15～+15dB 0.5dB 0dB

⑤GEQバンド帯域幅（Q） GEQのQを設定します。この値は全バンドに 5, 7, 10 ー 5

適用されます。

⑥HPFカットオフ周波数 GEQに付属しているHPFのカットオフ周波数 20Hz～400Hz 1/12oct OFF

を設定します。OFFにも設定できます。

⑦GEQマスターゲイン GEQに付属しているマスターゲインを設定し -12dB～+12dB 0.5dB 0dB

ます。

⑧ステレオリンク この機能をONにすると、現在LCD画面上で設 ON, OFF ー ON

定しているパラメーターがステレオの反対側

のチャンネルにも適用されます。

（Ａ→Ｂ、あるいはその逆）

⑨GEQグラフィック表示 ¡ユーティリティー画面で[GEQ/PEQ]パラメーターをGEQに設定した場合のみこの表示が

行われます。

¡現在③で選択されているバンド周波数を表すつまみが黒く表示されます。

¡ゲイン（縦軸）の最大値は、ユーティリティー画面の[GEQ SCALE]で±6dB、±15dBの

いずれかより選択できます。

◆便利な使い方
¡GEQグラフィック表示の場合、バンド周波数とバンドゲインの設定を２通りの方法で行なうことができます。
¡ユーティリティー機能の“GEQ KEY”の設定によって切り替えます。
“GEQ KEY”： NORMAL ……………周波数をカーソルスイッチ[t][s]で選択し、ゲインをロータリーエ

ンコーダーで設定する。
“GEQ KEY”： EXPAND ……………周波数をカーソルスイッチ[t][s]で選択し、ゲインをカーソルキー

[▲][▼]で設定する。
グラフィック表示の「つまみ」をカーソルスイッチで動かすイメー
ジです。
※GEQバンド周波数・バンドゲインの以外の設定を行なう時には”
GEQ KEY”をNORMALに戻してください。
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画面の機能と解説
■PEQ（パラメトリックイコライザー）

¡ユーティリティー画面で[GEQ/PEQ]パラメーターをPEQに設定すると、マスターイコライザーとしてPEQ
が使用可能になります。

●解説
¡本機で用いられているパラメトリックイコライザーは、ピーキング型（PKG）、シェルビング・ハイ型
（SHH）、シェルビング・ロー型（SHL）の3種です。

◆ピーキング型（PKG）
¡釣鐘形をしたフィルターで、中心周波数
[FRQ]、ゲイン（ブーストまたはアッテ
ネート量）[GAIN]、バンド幅[Q]をそれ
ぞれ独立して連続可変するタイプのイコ
ライザーです。右図に、[GAIN] ±15dB、
[FRQ] 1kHz、[Q] 0.3～30の、本機のピ
ーキング型イコライザーの特性例を示し
ます。

¡本機のピーキング型パラメトリックイコ
ライザーは、コンスタントＱと呼ばれる
特性を持っています。これは、ゲインを
変化させた場合にバンド幅が相似的に変
化する特性のことです。右の図に[GAIN]
-15dB～+15dB、[FRQ] 1kHz、[Q] 1の
場合の本機の特性例を示します。

◆シェルビング・ハイ型（SHH）、シェルビング・ロー型（SHL）
¡棚形をしたフィルターで、中心周波数
[FRQ]、ゲイン（ブーストまたはアッテ
ネート量）[GAIN]をそれぞれ独立して連
続可変するタイプのイコライザーです。
右図に本機のシェルビング・ハイ型イコ
ライザーの特性例を示します。[FRQ]
10kHz、[GAIN] -15～+15dBの場合です。
※シェルビング・ハイ型、シェルビング・
ロー型フィルターでは、バンド幅[Q]は
設定しても無効となります。

ピーキング型イコライザー特性例

ピーキング型イコライザー特性例

シェルビング・ハイ型イコライザー特性例
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●設定画面
¡PEQ選択スイッチ[PEQ]を押すとこのPEQ画面が表示されます。
※ただしユーティリティー画面で[GEQ/PEQ]パラメーターをGEQに設定している場合、このPEQ画面は表
れません。

¡PEQ選択スイッチ[PEQ]を繰り返し押すことによって、設定するチャンネルを切り替えることができます。
¡PEQ画面は２画面に分かれており、カーソルを下へ移動させると画面が切り替わります。

⑧HPF周波数

⑫ステレオリンク

⑨HPFレスポンス

③PEQマスターゲイン

⑩LPF周波数

⑥PEQバンドゲイン

⑤PEQバンド周波数

④PEQイコライザータイプ

②PEQチャンネル

⑪LPFレスポンス

⑦PEQバンドQ①PEQ ON/OFF

パラメーター 概要 数値 ステップ 初期値

①PEQ ON／OFF PEQのON／OFFを選択します。 ON, OFF ー ON

②チャンネル選択 調整するチャンネルを設定します。 A, B ー A

③PEQマスターゲイン PEQに付属しているマスターゲインを設定しま -15dB～+15dB 0.5dB 0dB

す。

④PEQイコライザータイプ イコライザーのタイプをピーキング(PKG),シェ PKG, ー PKG

ルビングハイ(SHH),シェルビングロー(SHL)の SHH,

いずれかから選択します。 SHL

⑤PEQバンド周波数 調整するバンドの周波数を設定します。 40Hz～18kHz 1/24oct ー

※チャンネルの変更は、もう一度PEQ選択スイ

ッチ[PEQ]を押すことによっても可能です。

⑥PEQバンドゲイン 調整するバンドのゲインを設定します。 -15dB～+15dB 0.5dB 0dB

⑦PEQバンド帯域幅（Ｑ） 調整するバンドのＱを設定します。 0.3～30 31階調 0.3

⑧HPF周波数 HPFの周波数を設定します。 OFF, 20Hz～18kHz 1/12oct OFF

⑨HPFレスポンス HPFのレスポンスを設定します。 -6, -12, -18, -24dB/oct ー -24dB/oct

⑩LPF周波数 LPFの周波数を設定します。 20Hz～18kHz, OFF 1/12oct OFF

⑪LPFレスポンス LPFのレスポンスを設定します。 -6, -12, -18, -24dB/oct ー -24dB/oct

⑫ステレオリンク この機能をONにすると、現在LCD画面上で設 ON, OFF ー ON

定しているパラメーターがステレオの反対側の

チャンネルにも適用されます。

（Ａ→Ｂ、あるいはその逆）
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画面の機能と解説
■ノッチフィルター

¡ノッチフィルターは主にハウリング抑圧のために使用します。本機は９個のノッチフィルターを持っていま
す。

●解説
¡ノッチフィルターは右図のような特定周
波数を減衰させるフィルターです。

¡ノッチフィルターはハウリングの原因と
なるピーク周波数のゲインを下げるため
に有効です。

¡ピーク周波数のゲインを下げるためには
グラフィックイコライザーがよく用いら
れますが、減衰させる帯域幅（Ｑ）が比
較的広いため、不要なピークの周波数だ
けでなく、その周辺の帯域までも除去さ
せてしまい、音質的な変化を招く場合が
あります。

¡本機のノッチフィルターは、帯域幅(Q)
が30、60という比較的狭い特性を持っ
ているため、不要な周波数成分を、音質
にあまり影響を与えることなく除去する
ことができます。

◆本機のオートノッチ機能について
¡通常、イコライザーを使用してハウリングを抑圧しようとした場合、拡声ゲインを徐々に上げていって強制
的にハウリングを生じさせ、聴感判断や測定によってその周波数を判断し、その周波数のゲインを下げるこ
とを行ないます。

¡本機のオートノッチ機能は、このプロセスをデジタル信号処理によって自動化したもので、実際にハウリン
グを生じさせて、入力信号からその周波数を測定し、その結果によってノッチフィルターを設定するもので
す。

¡場合によっては人の声や楽器の音に反応して誤動作する場合があります。また、入力信号にハムや空調音な
ど、継続的な特定周波数のピークがある場合、ハウリングと認識してしまう場合があります。

¡本機のオートノッチ機能は大きくプリノッチ機能とダイナミックノッチ機能に分けられます。これら2つの
機能を組み合わせることによって効果的なハウリング除去が行なえます。

◆プリノッチ
¡プリノッチ機能は、設置時などに、ハウリングの起こりやすい周波数に対してあらかじめノッチフィルター
を設定する機能です。

¡拡声音場に対して固定的なハウリングを「起きにくくする」働きがあります。

◆ダイナミックノッチ
¡マイクロホンの移動や、ステージ上の変化等によって起こる突発的なハウリングに対応します。リアルタイ
ムでノッチフィルターを追随させ「ハウリングが起きたらすぐに抑える」働きがあります。



●設定画面
¡本機のノッチフィルターの設定は、ノッチフィルター画面で行います。
¡ノッチフィルター選択スイッチ［NOTCH］を押すとこの画面が表示されます。
¡オートノッチ機能のON／OFFによって画面形式が変わります。

◆オートノッチ機能ON画面

◆オートノッチ機能OFF画面

41
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⑬ステレオリンク

⑤ノッチフィルター割付

②チャンネル選択 ①ノッチフィルターON/OFF

⑨MANU検出モード時のゲイン調整

⑪ノッチフィルターゲイン ⑫ノッチフィルター帯域幅⑩ノッチフィルター周波数

③オートノッチ機能ON/OFF

④オートノッチ検出モード

⑧ノッチフィルターデプス

⑥ハウリング検出レスポンス

⑦ハウリング検出感度
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画面の機能と解説
パラメーター

①ノッチフィルター
ON/OFF

②チャンネル選択

③オートノッチ機能
ON/OFF

④オートノッチ設定
モード

⑤ノッチフィルター
割り付け

⑥ハウリング検出
レスポンス

⑦ハウリング検出感度

⑧ダイナミックノッチの
デプス

⑨内部ゲイン

⑩ノッチフィルター
周波数

⑪ノッチフィルター
デプス

⑫ノッチフィルター
帯域幅

⑬ステレオリンク

概　　　　　要

ONの場合、この画面で設定したノッチフィルター機能
が有効になります。

設定するチャンネルを選択します。

¡オートノッチ機能のON/OFFを設定します。
¡ON
オートノッチON画面が表示され、プリノッチ、ダイ
ナミックノッチを自動設定する画面が表示されます。

¡OFF
オートノッチOFF画面が表示され、プリノッチ、ダ
イナミックノッチの設定状態を確認することができ
ます。この状態ではエンタースイッチ[ENTER]を押し
てもオートノッチ機能は働きません。

オートノッチのモードを設定します。このパラメータ
ーを設定した後、エンタースイッチ[ENTER]を押すこと
によって機能が有効になります。

オートノッチ、ダイナミックノッチ、マニュアルノッ
チの数を割り付けます。プリノッチ、ダイナミックノ
ッチが、合計最大９個割り付けできます。
数を増やす場合は、合計して９個を超えないように他
方の数を減らしてから行なってください。

ハウリング検出動作の際の、検出速度の設定を行いま
す。

ハウリング検出動作の際の、感度の設定を行います。

ダイナミックノッチでの、中心周波数でのデプス（深
さ）を設定します。（プリノッチの場合は自動設定され
ます。）

オートノッチ設定モードが“PRE:MANU”の場合に、
本機の内部ゲインをマニュアルで上げてハウリングを
起こすために使用します。ロータリーエンコーダーを
回すとゲインの値が変化します。

ノッチフィルターの中心周波数を設定します。ロータ
リーエンコーダーで変更可能です。

ノッチフィルターのデプス（深さ）を表示します。エ
ンコーダーで変更可能です。

ノッチフィルターの帯域幅（Ｑ）を、フィルターごと
に表示します。ロータリーエンコーダーで変更可能で
す。

この機能をONにすると、現在LCD画面上で設定してい
るパラメーターがステレオの反対側のチャンネルにも
適用されます。（Ａ→Ｂ、あるいはその逆）

数値

OFF, ON

A, B

OFF, ON

PRE:AUTO,
PRE:MANU,
DYNAMIC,CLR

SLOW, FAST

LOW, MID, 
HIGH

-15dB～-3dB

0～+12dB

OFF, 40～
18kHz

-15dB～-3dB

30, 60

ON,OFF

ステップ

ー

ー

ー

ー

ー

ー

3dB

0.5dB

ー

3dB

1/24oct

ー

初期値

ON

A

ON

PRE:
AUTO

FAST

HIGH

-15dB

0dB

OFF

-15dB

OFF

ON



●設定のしかた

◆オートノッチ設定モードについて
¡オートノッチ機能の設定モードとしては以下の３つがあります。
¡PRE:AUTO
プリノッチを設定します。ハウリングを起こすためのゲインの上昇を本機内部で自動的に行います。

¡PRE:MANU
プリノッチを設定します。ハウリングを起こすためのゲインの上昇をマニュアルで行います。[SELF GAIN]
パラメーターでゲインを上げるか、外部のミキサーのフェーダー等を操作して行ないます。

¡DYNAMIC
ダイナミックノッチを動作させます。

¡CLR
設定されているノッチフィルターをすべてクリアします。

◆PRE:MANUでのプリノッチ設定方法について
①“MODE”をPRE:MANUに設定して、エンタースイッチ[ENTER]を押してください。オートノッチ機能が
働き、ハウリング検出が始まります。
②ミキサーなどの他の機器でゲインをゆっくりと上げるか、またはLCD画面右下の“SELF GAIN“にカーソ
ルを移動してロータリーエンコーダーを回してゲインをゆっくりと上げてください。
※ゲインはゆっくりと上げてください。

③ハウリングが起こったらその状態でゲインを上げずにハウリングが止まるまで待ち、止まってから再びゲイ
ンを上げてください。
④プリノッチがすべて設定されると終了します。

◆ハウリング検出のパラメーターについて
●レスポンス“RESP”

¡ノッチ検出の動作速度を設定します。SLOW,FASTの２段階の設定ができます。
¡通常は、FASTに設定してください。

SLOW ：ハウリングを検出する場所の暗騒音が比較的大きな場合に、検出精度の向上に効果があり
ます。（若干検出速度は遅くなります。）

FAST ：暗騒音が低い場合には、検出速度が上がります。
●感度調整“SENS”

¡ハウリング検出の感度を設定します。HIGH,MID,LOWの3段階が選択できます。
¡通常はHIGHに設定してください。

LOW ：場内の暗騒音、BGM、人の声が比較的大きく、誤検出するような場合はLOWに設定して
ください。（ハウリングが大きくなってから検出するようになります。）

MID ：LOWとMIDの中間の感度です。
HIGH ：場内が充分静かな場合に設定すると、ハウリングが大きくなる前にハウリングを除去でき

ます。
●ダイナミックノッチ深さ”DEPH”

¡ダイナミックノッチでの、ノッチフィルターの深さを設定します。-3～-15dBで、3dBステップで設定で
きます。

¡通常は-15dBに設定してください。
¡値が大きい（-15dBに近い）ほど、ハウリングを抑える働きが大きくなりますが、その反面、ノッチフィ
ルター設定後の音質の変化が大きくなります。
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注意
プリノッチ設定方法がMANUの場合、手動でハウリングを起こすことになります。この際、コンプレッ
サー等の保護は行われていませんので、急激にハウリングが成長するような場合、接続されているスピ
ーカー等の破壊の原因になります。ゲインを上げる際はゆっくりと注意深く行なってください。ハウリ
ングが急激に成長するような場合はすばやくゲインを下げてください。
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画面の機能と解説
■レベル、ディレイ
●解説

¡ディレイは、音像定位やスピーカーユニット間のタイムアライメント等に応用されます。
¡分解能は0.021ms（距離換算で0.7cm）となっています。
¡レベルは0.5dBで可変できます。
¡レベルとディレイを組み合わせて遅延補正を行なったり、音像定位の効果を得たりすることができます。

◆遅延補正に
¡メインスピーカーと補助スピーカーを使用する場合、各
スピーカーからの音量差にもよりますが、受音点で各ス
ピーカーからの時間差が30～50ms（距離換算10m～
17m）生じている場合、音が分離して聞こえて音質、明
瞭度が損なわれて聞きにくくなることがあります。この
ような場合には、音が早く到達するスピーカー側にディ
レイを入れて補正し、自然に聞こえるようにレベルを調
整します。

◆音像定位に
¡人間の耳は、先に聞こえた音の方向から音が出ているように感じます。これをハース効果といいます。
¡本機のディレイ機能を使うと、ハース効果を利用して音の方向感を制御することができます。
¡一例として、講演会等で音像をステージ方向に定位させるシステムの概略系統を示します。ステージ側メイ
ンスピーカーと分散スピーカーの距離差分のディレイを分散スピーカーに与えます。（実際の調整では、さ
らに会場で自然に聞こえるようにディレイとレベルを調整します。）

WZ-DE45
AUDIO 
MIXER

メインスピーカー サイドスピーカー 
A

B

WZ-DE45

A

B

WZ-DE45

A

B

音の聞こえる方向 

受音点 

メイン サブ 
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●設定画面
¡マスターレベル、マスターディレイ選択スイッチ［LVL-DLY］を押すとこの画面が表示されます。
¡LVL/DLY選択スイッチ[LVL-DLY]を繰り返し押すことによって、設定するチャンネルを切り替えることが
できます。

⑥ステレオリンク

①チャンネル選択

②マスターレベル

③マスターディレイ

④チャンネルレベル

⑤位相

パラメーター 概要 数値 ステップ 初期値

①チャンネル選択 調整するチャンネルを設定します。

②マスターレベル chＡ、chＢそれぞれの入力について、モノミッ OFF,－60dB 0.5dB 0dB

クス部の手前でのゲインを調整することができ ～+6dB

ます。

OFFの場合、音が出なくなります。

③マスター・ディレイ chＡ、chＢそれぞれの入力についてディレイを 0～1300ms 0～100ms 0ms

調整することができます。 20.8U

単位は［ms（ミリセカンド）］［m（メートル）］ 100ms～1000ms

［ft（フィート）］のいずれかがが選択できます。 0.1ms

ユーティリティ画面で設定します。 1000ms～1300ms

1ms

④チャンネルレベル chＡ、chＢそれぞれの出力について、モノミッ OFF,－60dB 0.5dB 0dB

クス後のゲインを設定します。 ～+6dB

⑤位相 各チャンネルの位相を設定します。 NOR、INV ー NOR

NOR：正相、 INV：逆相

⑥ステレオリンク この機能をONにすると、現在LCD画面上で設 ON, OFF ー ON

定しているパラメーターがステレオの反対側の

チャンネルにも適用されます。

（Ａ→Ｂ、あるいはその逆）
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画面の機能と解説
■コンプレッサー

●解説
¡本機のコンプレッサー機能は、音響システムにおいて、スピーカに過大入力を加えないために、音をひずま
せずに出力レベルを入力レベルに対して圧縮・制限する機能です。その他、最大必要量以上のピークを防止
したり、音量感を制御するためにも用いる事ができます。

¡コンプレッサーでは設定されたスレッショルドレベルを超えた信号が入力された場合に、ゲインを入出力に
対して追従させることにより、音をひずませずに出力レベルを圧縮・制限します。下の図はコンプレッサー
の動作例です。

◆スレッショルド
¡右の図で、折れ線の折れるポイントをスレッシ
ョルドレベルと呼びます。

¡入力レベルがスレッショルドレベルを超えると
コンプレッサー機能が働きます。（以降、この
機能をコンプレッション動作と呼びます。）本
機においては、コンプレッション動作中は、Ｌ
ＣＤのレベルメータ画面においてCOMP動作イ
ンジゲータが黒くなります。

◆レシオ
¡折れ線の折れ曲がった後の入力レベルに対する出力レベルの比をレシオと呼んでいます。
¡一般に、レシオが６：１ないし10：１以上のものをリミッタと呼び、それ以下のものをコンプレッサーと
呼んでいます。

¡例えば、スレッショルドレベルが+4dB、レシオが10:1の設定で14dBの入力が加わった時、出力ゲインは
(14-4)／10＋4＝5 (dB) となります。

¡音質的には、一般的にレシオが∞：１に近づくほど音質に変化を生じますので、実際には音質を確認しなが
らの調整が必要です。

◆アタックタイム
¡入力レベルがスレッショルドレベルを超えたと
きにコンプレッッション動作を開始するまでの
応答時間をアタックタイムと呼びます。

¡一般に、1msあたりが無難な値です。スピーカ
ー保護の観点からは、アタックタイムを短くし
た方がスピーカーに対する瞬間的な過大入力を
防ぐ効果がありますが、短くするほどコンプレ
ッション効果により音質に変化を生じます。逆
にアタックタイムが長いと、スピーカーに対す
る瞬間的を防ぐ効果は薄れますが、入力信号の
アタック感を強調する効果が得られます。これ
は入力されるソースの種類によっても聴感上の
差がありますので、使用される状態によって適
切に、短めに調整をしてください。

¡アタックタイムの効果は瞬間的なピークに関し
ては周波数成分によっても異なり、周波数成分
が高いほどアタックタイムを短くする必要があ
ります。
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⑦ステレオリンク

⑧チャンネル選択

①コンプレッサーON/OFF

②コンプレッサースレッショルド

③コンプレッサーレシオ

④コンプレッサーアタックタイム

⑤コンプレッサーリリースタイム

⑥シグナルリンク

パラメーター 概要 数値 ステップ 初期値

①コンプレッサー・ON/OFF コンプレッサーのON／OFFを設定します。 OFF,  ON ー ON

②コンプレッサー・スレッシ コンプレッサーのスレッショルドレベルを設定 +24～-16dB 0.5dB +6dB

ョルド します。

③コンプレッサー・レシオ コンプレッサーのレシオ（圧縮比）を設定しま 1.4:1, 2:1, 4:1, ー 10:1

す。 6:1, 10:1, ∞:1

④コンプレッサー・アタック コンプレッサーのアタックタイムを設定する領 0, 0.25, 0.5, ー 1ms

タイム 域です。コンプレッサー・レシオで設定された 1, 2, 4, 8, 16,

圧縮比になるまでの時間を設定します。 32, 100ms

⑤コンプレッサー・リリース コンプレッサーのリリースタイムを設定する領 50, 100, 200, ー 400ms

タイム 域です。コンプレッサー・レシオで設定された 400, 800,

圧縮比からコンプレッサー動作がOFFになった 2000ms

信号、つまり、圧縮比が1：1になるまでの時間

を設定します。

⑥シグナルリンク この機能をONにすると、ステレオでコンプレ OFF,  ON ー OFF

ッサー動作をさせる場合に、chＡとchＢのコン

プレッション動作を同時に行ないます。ステレ

オ信号の入力時に、一方のチャンネルのみでコ

ンプレッサーのスレッショルドを超えたときに、

センターに定位した信号の定位を損なわないた

めに使います。

⑦ステレオリンク この機能をONにすると、現在LCD画面上で設 ON, OFF ー ON

定しているパラメーターがステレオの反対側の

チャンネルにも適用されます。

（Ａ→Ｂ、あるいはその逆）

⑧チャンネル選択 設定するチャンネルを選択します。 A, B ー A

※チャンネルは、この領域で設定する以外にも、

コンプレッサー選択スイッチ[COMP]をもう

一度押すことにより変更できます。

◆リリースタイム
¡入力レベルがスレッショルドレベル以下になったときにコンプレッション動作が終了してゲインが元の状態
に復帰するまでの時間をリリースタイムと呼びます。

¡一般に、400ms～800msあたりが無難な値といえます。長くすると入力信号の強弱が比較的一定の場合は
自然な効果が得られますが、一瞬のピークにより全体のレベルが下がってしまうという弊害があります。短
くするとピークの多い信号に対して比較的よくコンプレッション動作が追従しますが、逆にピーク信号によ
って全体の音量が変調を受けたように不安定に変化したり、音が歪みっぽくなったりする場合があります。

●設定画面
コンプレッサー選択スイッチ[COMP]を押すとコンプレッサー画面が呼び出されます。

この機能を使用する場合は
chA, chBのCOMP設定を同
じにしてください。同じに
せずにシグナルリンクONに
した場合、誤動作する場合
があります。



48

画面の機能と解説
■ノイズゲート

●解説
¡ノイズゲートは、あるスレッショルドレベルを下回る信号が入力された時に出力信号を完全にカットしてし
まう機能です。

¡暗騒音の低い場所や、スピーカーの近くでは、無音時に機器の残留ノイズやソースの残留ノイズが耳につく
ことがあります。このような時にノイズゲートをONにすると、これらの残留ノイズを低減することができ
ます。

¡スレッショルドレベルは、接続される機器の残留ノイズや入力ソースのノイズを考慮して設定してください。
スレッショルドレベルを残留ノイズに対して低く設定しすぎると、ノイズ低減の効果がありません。また、
スレッショルドレベルを高く設定しすぎると、入力信号が低いときに音が途切れたり切れ切れに聞こえたり
することがあります。また、機器やソースの残留ノイズぎりぎりに設定されていると残留ノイズが切れ切れ
に聞こえることがあります。

●設定画面
¡ノイズゲート選択スイッチ[GATE]を押すとこの画面が表示されます。

①ゲートON/OFF ②ゲート・スレッショルドレベル ③ゲートリリースタイム

パラメーター 概要 数値 ステップ 初期値

①ゲート・ON/OFF ゲートのＯＮ／ＯＦＦを設定します。 OFF,  ON － ON

②ゲート・スレッショルド ゲートのスレッショルドレベルを設定します。 -90dB～-40dB 1dB -90dB

レベル

③ゲート・リリースタイム ゲートのリリースタイム（ゲートが完全に開く 50, 100, － 400ms

までの時間）を設定します。 200, 400, 800,

2000ms



■ブロック図表示、レベルメーター表示機能
¡ブロック図画面では、現在運用されているモードのブロック図をＬＣＤ画面上で確認することができます。
¡レベルメーター画面では、入出力レベルをＬＣＤ上で７セグメントバー表示で確認することができます。ま
たこの画面では、通常右上に小さく表示されているメモリー番号が大きく表示されます。

＊これら２つの画面は、ブロック／レベルメーター選択スイッチで切り替えます。
１度押すとブロック図画面、再度押すとレベルメーター画面が表示されます。以降、押すたびに交互に２つ
の画面が表示されます。

●ブロック図画面
※ブロック図画面は２画面あり、カーソルスイッチで画面を切り換えます。

●レベルメーター画面
＊ブロック／レベルメーター選択スイッチを２回押すことによってこの画面が現われます。
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①ブロック図表示

パラメーター 概要

①ブロック図表示 現在運用されているモードのブロック図を表示します。カーソルスイッチによってジャン

プしたいパラメーターにカーソルを移動させてエンタースイッチを押すと、そのパラメー

ターの設定画面にジャンプします。

①レベルメーター表示

③メモリー番号拡大表示

②コンプレッサー動作状態表示

パラメーター 概要

①レベルメーター表示 入出力レベルを7セグメントでバーグラフ表示します。定格入力、定格出力に対して-30,-20,

-10,-5,0,+3,+14dBがスレッショルドレベルになっています。

②コンプレッサー動作状態 各出力チャンネルのコンプレッサーの動作状態を表示します。動作時は黒色表示されます。

表示

③メモリー番号拡大表示 ①で表示されているメモリーバンク番号を大きく表示します。
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画面の機能と解説
■設定の保存

¡現在運用しているモードと各種パラメーターの設定を１６個までメモリーに保存することができます。
（ユーティリティー画面での設定は、モード設定、モノミックス設定、GEQ/PEQ切り替え、タイトルのみ
保存されます。）

●設定画面
¡メモリーライトスイッチを押すと、ライト画面が呼び出されます。

③データのモード表示②メモリータイトル表示①メモリー番号 ④個別メモリープロテクト

パラメーター 概要 数値 ステップ 初期値

①メモリー番号 保存するメモリー番号を表示しています。 01～16 ― 01

メモリー番号の移動は、カーソルスイッチまた

はロータリーエンコーダーを使って行います。

②メモリータイトル表示 すでに保存されているデータの名称が表示され ―

ます。

名称の設定は、ユーティリティー画面の[TITLE]

の設定によって行います。

③データのモード表示 すでに保存されているデータのモードが表示さ ―

れます。

④個別メモリープロテクト メモリー番号別にライトプロテクトを設定する OFF,ON ― OFF

ことができます。重要なデータは個別にライト

プロテクトをかけておくと誤って上書きするミ

スを防げます。

注意：
ユーティリティー画面で設定するメインメモリープロテクトは、この個別メモリープロテクトとは別にユーザ
ー・メモリーバンク全体に対してライトプロテクトを行います。データの上書きは、メイン・メモリープロテ
クトと個別メモリープロテクトがともにOFFの時に可能になります。
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①メモリー番号表示 ②メモリータイトル表示 ③データのモード表示

パラメーター 概要 数値 ステップ 初期値

①メモリー番号表示 メモリー番号が表示されています。 01～16 ― 01

メモリー番号の移動は、カーソルスイッチまた

はロータリーエンコーダーを使って行います。

②メモリータイトル表示 すでに保存されているデータの名称が表示され ―

ます。

名称は、ユーティリティー画面の[TITLE]の設定

によって行われたものです。

③データのモード表示 すでに保存されているデータのモードが表示さ ―

れています。

■設定の読み出し
¡保存したメモリーのデータを読み出すことができます。

●設定画面
¡メモリーリードスイッチ[READ]を押すと、リード画面が呼び出されます。

注意：
保存されたデータをメモリーから読み出してモードを変更している間、音声はミュートされます。
モードの変更が行われない場合、音声はミュートされません。
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ユーティリティー機能について
¡ユーティリティー機能はイコライザー等の信号処理とは直接関係しない機能を集合させたものです。
¡ユーティリティー機能での設定・実行はエンタースイッチ［ENTER］を押して完了します。
※エンタースイッチが必要ない場合もあります。
※ユーティリティー画面は2画面あり、カーソルスイッチ[▲][▼]でカーソルを移動していくことにより切り替
えます。

第1画面　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2画面

表示 機能名 概要

MODE モード設定 本機で使用する運用モードを設定します。

MONO MIX モノミックス設定 入力部においてのモノミックス設定（マスターレベル後のＡ系

統とＢ系統を加算し、再度Ａ系統、Ｂ系統の信号とする）を行

います。

GEQ/PEQ GEQ/PEQ切り替え マスターイコライザーをGEQ、PEQ、表形式のGEQのいずれ

かから選択します。

TITLE タイトルエディット機能 現在使用中のデータの組み合わせに最大英数字８文字まで名前

をつけることができます。

REMOTE 外部制御の設定 リモート・コントロールの種類をOFF、RS-485、パターンコ

ントロールの中から選択できます。

RS-485の設定、パターンコントロールテーブルの作成ができ

ます。

BACK LIGHT LCDバックライト調整 ＬＣＤのバックライトＬＥＤの状態をAUTO OFF、HALF、

BRIGHTの中から選択できます。

DATA COPY チャンネル間データコピー Ａ系統のチャンネルのデータをＢ系統チャンネルにコピーでき

ます。その逆も可能です。

GEQ KEY GEQキー操作方法設定 GEQでのカーソルの動かしかたを設定します。

GEQ SCALE GEQ表示画面 Ｙ軸設定GEQをグラフィック表示する際のＹ軸（ゲイン）の最

大値を設定します。

MEMORY PROTECT メインメモリープロテクト メモリー全体への書き込みをできなくする機能を設定します。

DELAY UNIT ディレイ表示単位設定 ディレイの単位を秒［s］、メートル［m］、フィート［ft］の中

から選択できます。

AUTO LOAD オートロード設定 バッテリーエラー発生時、内部フラッシュメモリーのデータを

読み出すようにできます。

注意：
ユーティリティ画面で以下の操作を行うと、音声はミュートされます。
・モード変更したとき。
・GEQ/PEQを変更したとき。ただし、GEQからLIST GEQ, LIST GEQからGEQへの変更はミュートされません。
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●モード設定“MODE”
¡本機で使用する運用モードを設定します。
¡モードはSTEREO1, STEREO2の2つのモードから選択します。（→20ページ）
※ロータリーエンコーダーで選択した後、エンタースイッチ[ENTER]を押して確定してください。

●モノミックス設定”MONO/MIX”
¡入力部においてのモノミックス設定（マスターレベル後のＡ系統とＢ系統を加算し、再度Ａ系統、Ｂ系統
の信号とする）を行います。
※ロータリーエンコーダーで選択した後、エンタースイッチ[ENTER]を押して確定してください。

●GEQ/PEQ切り替え“GEQ/PEQ”
¡マスターイコライザーをGEQ、PEQ、LIST GEQ（表形式のGEQ）のいずれかから選択します。
※ロータリーエンコーダーで選択した後、エンタースイッチ[ENTER]を押して確定してください。

●タイトルエディット機能“TITLE”
¡現在使用中のデータの組み合わせに最大英数字８文字まで名前をつけることができます。
使用できる文字は以下の通りです。

●外部制御の設定“REMOTE”
¡リモート・コントロールの種類をOFF、RS-485、パターンコントロールの中から選択できます。
¡RS-485の設定（57ページ）、パターンコントロールテーブルの作成（55ページ）ができます。
※ロータリーエンコーダーで選択した後、エンタースイッチ[ENTER]を押して確定してください。

●ＬＣＤバックライト調整“BACK LIGHT”
¡LCDのバックライトＬＥＤの状態をAUTO OFF、HALF、 BRIGHTの中から選択できます。

AUTO OFFの場合･･････3分間スイッチによる操作がない場合、バックライトが自動的にOFFします。
HALFの場合 ･･････バックライトは常時ONとなり、輝度は最大時よりやや暗くなります。
BRIGHTの場合 ･･････バックライトは常時ONとなり、輝度は最大となります。

※エンタースイッチ[ENTER]を押す必要はありません。

●チャンネル間データコピー“DATA COPY”
¡Ａ系統のチャンネルのデータをＢ系統チャンネルにコピーできます。その逆も可能です。
※ロータリーエンコーダーで選択した後、エンタースイッチ[ENTER]を押して確定してください。

マスターレベル後のA系統信号 

マスターレベル後のB系統信号 

OFF

OFF

ON

ON

０　１　２　３　４　５　６　７　８　９　[SPACE] Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ　Ｅ　Ｆ　Ｇ　Ｈ

Ｉ　Ｊ　Ｋ　Ｌ　Ｍ　Ｎ　Ｏ　Ｐ　Ｑ　Ｒ　Ｓ　Ｔ　Ｕ　Ｖ　Ｗ　Ｘ　Ｙ　Ｚ　[SPACE]

！　“ ＃　＄　％　＆　‘ （ ） ＊　＋　, －　． ／　：　；　＜　＝　＞　？

[ ] ￥　＾　＿
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ユーティリティー機能について
●GEQキー操作方法設定“GEQ KEY”

¡GEQグラフィック表示の場合、バンド周波数とバンドゲインの設定を2通りの方法で行うことができます。
“GEQ KEY”： NORMAL･･･周波数をカーソルスイッチ[t][s]で選択し、ゲインをロータリーエンコー

ダーで設定する。
“GEQ KEY”： EXPAND ･･･周波数をカーソルスイッチ[t][s]で選択し、ゲインをカーソルキー[▲][▼]

で設定する。
グラフィック表示の「つまみ」をカーソルスイッチで動かすイメージです。
※GEQバンド周波数・バンドゲインの以外の設定を行う時には”GEQ KEY”
をNORMALに戻してください。

※ロータリーエンコーダーで選択した後、エンタースイッチ[ENTER]を押して確定してください。

●GEQ表示画面Ｙ軸設定領域“GEQ SCALE”
¡GEQをグラフィック表示する際のＹ軸（ゲイン）の最大値を設定します。
¡±6dB、±15dBのいずれかより選択できます。
※ロータリーエンコーダーで選択した後、エンタースイッチ[ENTER]を押して確定してください。

●メインメモリープロテクト機能“MEMORY PROTECT”
¡メインメモリープロテクト機能をONに設定すると、個別メモリープロテクト（→50ページ）の設定に関
わらず、メモリー全体への書き込みができなくなります。

¡各種パラメーターの設定自体は可能です。
※エンタースイッチ[ENTER]を押す必要はありません。

●ディレイ表示単位設定“DELAY UNIT”
¡ディレイの単位を秒［s］、メートル［m］、フィート［ft］の中から選択できます。
¡ロータリーエンコーダーで“SECOND”, “METER” ,”FEET”のいずれかを選択してください。
¡本機では、基本的な単位として秒［s］を使用し、他の単位への変換は以下の式により簡易的に行っています。

[メートル(m)]＝0.34(m／ms)×[ミリセカンド(ms)]
[フィート(ft)]＝1.12(ft/ms)×[ミリセカンド(ms)]

●オートロード設定“AUTO LOAD”
¡この設定をONにすると、バッテリーエラー発生時、SRAMの代わりに内部フラッシュメモリーのデータを
読み出します。
本機を制御するソフトウェアは本機内部のフラッシュメモリーに保存されていますが、電源をOFFす
る直前の状態やメモリーされたデータは本機内部のSRAM上に保存されています。このSRAMはバッ
テリーによって電源OFF時にも記憶が保持されています。しかしバッテリーに寿命がきた場合（バッ
テリーエラー状態）、SRAMの記憶内容が失われてしまい、RAMエラーが発生し、本機が起動しない
場合があります。本機能は、あらかじめSRAMの内容をフラッシュメモリーに転送しておき、バッテ
リーエラー状態ではフラッシュメモリーからデータを読み出す機能です。

¡この機能の動作をまとめると以下のようになります。

［AUTO L OAD］ バッテリーが正常な状態 バッテリーエラー状態
OFF SRAMのデータを読み出して起動する。 SRAMのデータを読み出して起動する。

完全にバッテリー電圧が低下した場合は
本機が起動しなくなる。

ON SRAMのデータを読み出して起動する。 フラッシュメモリーのデータを読み出し
て起動する。

※ロータリーエンコーダーで選択した後、エンタースイッチ[ENTER]を押して確定してください。
※この機能を使用する際はお買い上げの販売店にご相談ください。
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パターンコントロールのしかた
※この機能をお使いの場合は、お買い上げの販売店にご相談ください。

¡本機は、接点によるメモリ呼び出し機能を持っており、これをパターンコントロール機能と呼んでいます。
¡パターンコントロールを使うと、事前にメモリーに保存しておいたパラメーターの設定を簡単に呼び出せま
す。

¡たとえば、大宴会場などで、間仕切りして使用したり、一度に使用したりする場合、それそれにあわせた設
定をメモリーしておけば、パターンコントロールで呼び出すことによって簡単に拡声パターンを切り替える
ことができます。

■パターンコントロールの接続と機能

¡本機背面パネルの［PATTERN CONTROL］端子に、以下の接続ができるスイッチを接続します。
¡コネクタは通称D-SUB 15ピン、固定ネジM2.6を使用します。
¡スイッチには連動タイプのロックタイプ（押した状態が保持されるもの）を使用してください。
¡複数を並列接続することもできます。
¡各スイッチをON（導通）させると各スイッチに
対応したパターン番号が本機に与えられ、パタ
ーン番号に対応した番号のメモリーが読み出さ
れます。
※このパターン番号とメモリー番号の対応をパ
ターンコントロール・テーブルといいます。

¡バイパス［BYPASS］端子を導通すると全チャ
ンネルのバイパス処理が行われます。

¡ミュート［MUTE］端子を導通すると全チャンネ
ルのミュート処理が行われます。

¡パターンコントロール機能を有効にするために
は、本機をロック状態にしておく必要がありま
す。

音の聞こえる方向
音
の
聞
こ
え
る
方
向

音
の
聞
こ
え
る
方
向

■パターン1  間仕切り無しで… ■パターン2  間仕切りして…

金属ケース 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

シールド線 

BYPASS 

パターンNo.7 

MUTE 

パターンNo.6 

パターンNo.12 

パターンNo.5 

パターンNo.11 

パターンNo.4 

パターンNo.10 

パターンNo.3 

パターンNo.9 

パターンNo.2 

パターンNo.8 

パターンNo.1 

 

●推奨コネクター　オス：OMRON XM2A-1501相当品
フード：OMRON XM2S-1511相当品

注意：
パターンコントロールで設定を読み出してモードを変更すると、モードを変更している間、音声はミュートさ
れます。
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■パターンコントロールの設定方法

¡ユーティリティー画面で行います。

パターンコントロールのしかた

①ユーティリティー画面で
“REMOTE”をPTN CONTに設
定します。

②エンタースイッチ［ENTER］を
押します。

③子画面で、パターンコントロ
ールテーブルを設定します。

④エンタースイッチ［ENTER］を
押して、確定します。

⑤ロック状態にします。

¡“REMOTE”を選択し、PTN CONTに設定します。

¡エンタースイッチ［ENTER］を押すと子画面が開きます。

¡パターンコントロールテーブルを設定します。
(1)パターンNo.を選びます。PTNにカーソルをおいて、ロータ
リーエンコーダーを回して設定します。

(2)対応するメモリーNo.を選びます。MEMにカーソルを移動
して、ロータリーエンコーダーを回して設定します。

¡複数のパターンを使用する場合は、(1)(2)を繰り返して下さい。

※エンタースイッチ[ENTER]による設定完了前にカーソルを移
動させると設定はキャンセルされます。

¡ロックスイッチを押しながらエンタースイッチ［ENTER］を
押してください。

¡ロック状態でパターンコントロール機能が有効となります。
¡パターンコントロール端子のいずれかの端子がＯＮ（導通）状
態となると、パターンコントロールテーブルの設定に従ってメ
モリからの呼び出しが行われます。

※エンタースイッチ[ENTER]による設定完了前にカーソルを
移動させると設定はキャンセルされます。
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RS-485による外部通信制御について
¡本機は、RS-485を用いて、RAMSA-NET準拠のプロトコルによりメモリチェンジの他、パラメーターのコピー、
メモリのコピー等の機能を利用することができます。

¡RS-485関連のパラメータ設定はユーティリティー画面で行います。

■RS-485の結線方法
ピン配列および推奨コネクターは以下のとおりです。
●ピン配列

●推奨コネクター　オス：OMRON XM2A-0901相当品
メス：OMRON XM2D-0901相当品

フード：OMRON XM2S-0911相当品
●終端方法　　　2ピンと7ピン、3ピンと8ピンを終端してください。（推奨抵抗値：110Ω）
※本機を複数台接続する場合、本機間のケーブルはストレートタイプを使用してください。

■RS-485の設定

ピンNo. 1 2 3 4 5 6 7 8 9

信号 GND SD－ RD＋ GND NC GND SD＋ RD－ GND

①ユーティリティー画面で
“REMOTE”をRS-485に設定
します。

②エンタースイッチ［ENTER］を
押します。

③子画面で、RS-485を設定しま
す。

④エンタースイッチ［ENTER］を
押して、確定します。

¡“REMOTE”を選択し、RS-485に設定します。

¡エンタースイッチ[ENTER]を押すと子画面が開きます。

¡以下のパラメーターの設定を行います。
・ユニットチャンネル
・リンクモード
・バルクアウト
・スピード

¡設定終了後、エンタースイッチ[ENTER]を押すと設定が完了
します。
※エンタースイッチ[ENTER]を押す前にカーソルを移動させ
ると設定はキャンセルされます。

※エンタースイッチ[ENTER]による設定完了前にカーソルを
移動させると設定はキャンセルされます。

メモ
¡バルクアウト時は、次回何かのキー操作が行われるまで“SENDING CURRENT”など、送信中の表示を
行います。
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RS-485による外部通信制御について
■パラメーターについて

パラメーター 概要 数値 初期値
ユニットチャンネル ¡RS-485によるRAMSA-NET上の本機のユニット・チ
“UNIT CH” ャンネルを設定します。

※送信側のチャンネルと受信側のチャンネルが一致
していないと、RS-485による送受信機能が活用で
きません。

リンクモード RS-485のリンクモードを設定します。 ONE WAY HAND SHAKE
“LINK MODE” ¡本機間でパラメタのコピーを行おうとする場合、 HAND SHAKE

［ONE-WAY］の設定が必要になります。
¡外部パソコン等の制御機器から制御を受ける場合に
は［HAND SHAKE］の選択が必要となります。

¡［ONE-WAY］ではパネル面スイッチを操作するご
とに、それに対応したRS-485による送信を行います。
※本機でデータコピーされる側（受信側）は送信側
と同じ基本モード設定が行われ、かつユニットチ
ャンネルが一致している必要があります。
※これらの設定が行われていないと送信したデータ
が無視されます。
※［HAND SHAKE］モードではパネル面スイッチを
操作するごとに、それに対応したデータの送信は
行いません。

バルクアルト RS-485端子を用いて行うデータ送信の内容を設定しま CURRENT CURRENT
“BULK OUT” す。 MEMORY

■CURRENT PTN TBL
現在設定されているデータの組み合わせ(カレントデ TITLE
ータと呼びます)を送信します。 ALL
※本機でデータコピーされる側（受信側）は送信側
と同じ基本モード設定が行われ、かつユニットチ
ャンネルが一致している必要があります。
※これらの設定が正しく行われていないと送信した
データが無視されます。

■MEMORY
ユーザーメモリバンク＃01～＃16のメモリ内容、全
てを送信します。
■PTN TBL
パターンテーブルのデータ、すなわちパターン番号
とそれに対応するメモリ番号のテーブルデータをす
べて送信します。
■TITLE
ユーザーメモリバンク＃01～＃16のタイトル名、全
てを送信します。
■ALL
上記の全てのデータを送信します。
※スレーブ側の設定がきちんと行われていない場合、
本機のバルクアウト操作が正常完了しても、デー
タは正常に送信されませんのでご注意ください。

スピード RS-485の通信のボーレートを設定します。 9.6kbps 9.6kbps
“SPEED” ※[SPEED］によりボーレートが異なる本機どうし 19.2kbps

で通信を行った場合、正常に動作しませんのでご 38.4kbps
注意ください。
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RAMSA-NETのデータフォーマットについて
¡本機は、RAMSA-NETによるRS-485端子をもっているため、ホストコンピュータによる集中制御が可能です。
また、本機どうしをRAMSA-NETで接続することによりパラメーターのコピー、メモリーのコピーなどの機能
を利用することができます。

¡RAMSA-NETを用いる場合は、ユーティリティでRAMSA-NET関連のパラメーターを設定してください。設定
方法は前章の“RS-485による外部通信制御について”をご覧ください。

●本機同士の接続

WZ-DE45 WZ-DE45 WZ-DE45

RS-485 OUT
RS-485

LINK MODE：ONE WAY LINK MODE：HAND SHAKE LINK MODE：HAND SHAKE

IN OUT
RS-485

IN OUT

A (マスター) B (スレーブ) C (スレーブ)

¡本機を複数接続することにより、本機間でデータをコピーすることができます。また、1台を操作することによ
り他の本機を同じように動かすことができます。

¡操作手順
上の図で、A機からB機、C機にデータをコピーする場合、あるいはA機からB機、C機をコントロールする場合
を例に説明します。
q上の図のように本機どうしを接続します。
wユーティリティー画面の“MODE”で、A機とB、C機の基本モード（STEREO1等）の設定を同一にします。
e A, B, C機それぞれのユーティリティー画面の“REMOTE”を“RS-485”に設定して[ENTER]キーを押すと子画
面が現われます。

r A, B, C機それぞれの子画面で、“UNIT CH”を同一にして[ENTER]キーを押します。
t子画面の中の“LINK MODE”を、A機は“ONE WAY”、B、C機は“HAND SHAKE”にして[ENTER]キーを押し
ます。

y A, B, C機それぞれの子画面で、“SPEED”を同一にして[ENTER]キーを押します。
u A機からB機、C機にデータをコピーする場合は、A機においてコピーしたい内容を“CURRENT”パラメータ
から選択し、[ENTER]キーを押すとA機からB機、C機にデータが送られ、コピーが行われます。
また、A機からB機、C機をコントロールする場合は、この状態でA機においてイコライザなどのパラメータ
を変えると、A機で変えた内容がそのままB機、C機に反映されます。

注意：
RAMSA-NETでデータをコピーする場合は、スレーブ側（上の例ではB機、C機）のメモリープロテクト機能
（メイン・メモリープロテクト機能、個別メモリープロテクト機能）をONに設定していても、マスター側のメ
モリーが上書きされてしまいますのでご注意ください。

メモ
例えばB機をユニットチャンネル１、C機をユニットチャンネル２として設定しておき、A機のユニットチャ
ンネルを１と２で切り替えることにより、A機でB機、C機を別々に制御することが可能です。
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RAMSA-NETのデータフォーマットについて
●他の機器との接続
ホストコンピューターなどによる集中制御

¡ユーティリティのRS-485子画面中のリンクモードを［HAND SHAKE］にすることにより、ホストコンピ
ュータと本機の間でデータ制御ができます。

¡パソコンソフト作成の際は、“ハンドシェイクのデータ・フォーマット／ワンウェイのデータフォーマット”
を参照してください。

¡ホストコンピューターから［ONE WAY］メッセージが送られた場合、リンクモードを［HAND SHAKE］
にしてください。

¡本機を複数台制御する場合は、すべて異なるユニットチャンネルに設定してください。同一のユニットチ
ャンネルが存在しますと誤作動の原因となります。

■RAMSA-NETによる本機で使用可能な通信コマンド

¡RAMSA-NETに設定された機能を以下にまとめてありますのでパソコンソフト作成の際の参考としてくだ
さい。

（1）ハンドシェイク方式

●セレクティング方式
【カレント←→メモリーのデータ移動】
1）16メモリーデータから指定メモリーをカレントに移動する。 （30H）
2）カレントデータを指定メモリーに格納する。 （38H）

【メモリー←→外部のデータ移動】
3）メモリーにデータを登録する。 （40H）
4）メモリーにタイトルを登録する。 （41H）
5）メモリー内容（データ）を送信要求する。 （48H）
6）メモリーのタイトルを送信要求する。 （49H）

【カレント←→外部のデータ移動】
7）カレントにデータを設定する。 （50H）
8）パラメーターにデータを設定する。 （52H）
9）カレントのデータを送信要求する。 （58H）
10）カレントメモリー番号を送信要求する。 （59H）
11）パラメーターのデータを送信要求する。 （5AH）

【システム・データ移動】
12）システムデータ（ステータス）を送信要求する。 （20H）
13）パターンチェンジテーブルを設定する。 （22H）
14）パターンチェンジテーブルを送信要求する。 （2AH）

WZ-DE45

………… 

RS-485

IN OUT IN OUTRS-485

LINK MODE： 
         HAND SHAKE
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●ポーリング機能
1）メモリー内容（データ）を返送する。 （48H）
2）メモリーのタイトルを返送する。 （49H）
3）カレントデータを返送する。 （58H）
4）カレントメモリー番号を返送する。 （59H）
5）パラメーターデータを返送する。 （5AH）
6）システムデータ（ステータス）を返送する。 （20H）
7）パターン・チェンジ・テーブルを返送する。 （2AH）

（2）ワン・ウエイ方式

●セレクティング方式
【メモリー←→外部のデータ移動】
1）メモリーにデータを登録する。 （40H）
2）メモリー内容（データ）を送信要求する。 （48H）

【カレント←→外部のデータ移動】
3）カレントにデータを設定する。 （50H）
4）パラメーターにデータを設定する。 （52H）
5）カレントのデータを送信要求する。 （58H）

【システム・データ移動】
6）パターンチェンジテーブルを設定する。 （22H）
7）タイトルを設定する。 （41H）
8）タイトルを送信要求する。 （49H）
9）パターンチェンジテーブルを送信要求する。 （2AH）

●ポーリング機能
1）メモリー内容（データ）を返送する。 （48H）
2）カレントデータを返送する。 （58H）
3）パターンチェンジテーブルを返送する。 （2AH）
4）メモリーのタイトルを返送する。 （49H）

注意：
外部通信制御で、Current Setを実行し、モードを変更すると、モードを変更している間、音声はミュートされ
ます。
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フォーマット 説明

02H Start  of  Text

cmd 20H：STATUS  RETURN

STATUS ‘0’＝最終設定がリモートで行われた。

‘1’＝最終設定がユニット（LOCAL）にて行われた。

03H End of Text 

BCC ブロック・チェック・キャラクタ

cmd コマンド名称 内容

48H PTN  TABLE  SET パターンチェンジテーブルの設定

49H PTN TABLE RETURN パターンチェンジテーブルの返送

cmd コマンド名称 内容

20H STATUS  RETURN ステータス状態の返送

フォーマット 説明

02H Start  of  Text

cmd 22H：PTN  TABLE  SET

2AH：PTN  TABLE  RETURN

PTN1（MSB） PTN1に対応するメモリー番号。ASCIIコード

PTN1（LSB） 化された2桁の16進メモリー番号

PTN2（MSB） PTN2に対応するメモリー番号。ASCIIコード

PTN2（LSB） 化された2桁の16進メモリー番号

： ：

PTN12（MSB） PTN12に対応するメモリー番号。ASCIIコード

PTN12（LSB） 化された2桁の16進メモリー番号

03H End of Text 

BCC ブロック・チェック・キャラクタ

RAMSA-NETのデータフォーマットについて
●ポーリング・メッセージ［POL］

データ要求のためのメッセージです。詳細・手順は
“RAMSA-NETのフォーマット”を参照してください。

●セレクティング・メッセージ［SEL］

データ要求のためのメッセージです。詳細・手順は
“RAMSA-NETのフォーマット”を参照してください。

●メモリー番号（2バイト）

以下に、適用されるセレクティングコマンドを示します。

TEXTのデータ構成を以下に示します。

¡例えば、メモリー番号1の場合“00”となり、メモ
リー番号16の場合、“OF”となります。

●PTNテーブルデータ

以下に、適用されるセレクティングコマンド及びポ
ーリングコマンドを示します。

TEXTのデータ構成を以下に示します。

●システムデータ

以下に、適用されるセレクティングコマンド及びポ
ーリングコマンドを示します。

TEXTのデータ構成を以下に示します。

フォーマット 説明

01H Start  of  Headder

2DH ステーション・アドレス

ua ユニット・アドレス（20H～7FH）

05H 応答督促

フォーマット 説明

02H Start  of  Text

cmd 30H：MEMORY  RECALL

38H：MEMORY  STORE

59H：MEMORY  NO.  RETURN

MEM No.(MSB) ASCIIコード化された2桁の

MEM No.(LSB) 16進メモリー番号

03H End of Text

BCC ブロック・チェック・キャラクタ

cmd コマンド名称 内容

30H MEMORY  RECALL 16メモリーから指定されたメモリー

をカレントに移動する

38H MEMORY  STORE カレントデータを指定されたメモリー

に格納する

59H MEMORY  NO. RETURN カレントのメモリー番号を返送する

フォーマット 説明

01H Start  of  Headder

ADH ステーション・アドレス

ua ユニット・アドレス（A0H～FFH）

05H 応答督促



●タイトルデータ

以下に、適用されるセレクティングコマンド及びポ
ーリングコマンドを示します。

TEXTのデータ構成を以下に示します。

●範囲指定付メモリー番号（4バイト）

以下に、適用されるセレクティングコマンドを示します。

TEXTのデータ構成を以下に示します。

●メモリーデータ

以下に、適用されるセレクティングコマンド及びポ
ーリングコマンドを示します。

（1）先頭TEXT
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フォーマット 説明

02H Start  of  Text

cmd 41H：TITLE  SET

49H：TITLE  RETURN

先頭メモリー番号(MSB) 先頭メモリー番号。ASCIIコード化された2桁

先頭メモリー番号(LSB) の16進メモリー番号

最終メモリー番号(MSB) 先頭メモリー番号。ASCIIコード化された2桁

最終メモリー番号(LSB) の16進メモリー番号

先頭メモリーTITLE（n） タイトルの1文字目

タイトルの2文字目

タイトルの3文字目

タイトルの4文字目

タイトルの5文字目

タイトルの6文字目

タイトルの7文字目

タイトルの8文字目

TITLE（n+1） タイトルの1文字目

タイトルの2文字目

タイトルの3文字目

タイトルの4文字目

タイトルの5文字目

タイトルの6文字目

タイトルの7文字目

タイトルの8文字目

以下連続データ

03H End of Text

BCC ブロック・チェック・キャラクタ

cmd コマンド名称 内容

41H TITLE  SET メモリーにタイトルを登録する。

49H TITLE  RETURN カレント内容を返送する

cmd コマンド名称 内容

48H MEMORY  REQUEST メモリー内容の送信要求をする。

49H TITLE  REQUEST メモリー内のタイトルの送信要求する。

cmd コマンド名称 内容

40H MEMORY SET メモリーへデータ登録する

48H MEMORY RETURN メモリー内容を返送する

フォーマット 説明

02H Start  of  Text

cmd 48H：MEMORY  REQUEST

49H：TITLE  REQUEST

先頭メモリー番号(MSB) 先頭メモリー番号。ASCIIコード化された2桁

先頭メモリー番号(LSB) の16進メモリー番号

最終メモリー番号(MSB) 先頭メモリー番号。ASCIIコード化された2桁

最終メモリー番号(LSB) の16進メモリー番号

03H End of Text 

BCC ブロック・チェック・キャラクタ

フォーマット 説明

02H Start  of  Text

cmd 40H：MEMORY  SET

48H：MEMORY RETUREN

先頭メモリー番号(MSB) 先頭メモリー番号。ASCIIコード化された2桁

先頭メモリー番号(LSB) の16進メモリー番号

最終メモリー番号(MSB) 先頭メモリー番号。ASCIIコード化された2桁

最終メモリー番号(LSB) の16進メモリー番号

メモリー・データ メモリーデータの連続体

17H End of Text Block

BCC ブロック・チェック・キャラクタ



（2）途中のTEXT

（3）最終のTEXT

●カレントデータ

以下に、適用されるセレクティングコマンド及びポ
ーリングコマンドを示します。

（1）先頭TEXT

（2）途中のTEXT

¡カレントデータは255バイトを超えるため、3回に
分けて転送を行います。

（3）最終のTEXT

●パラメーターデータ

以下に、適用されるセレクティングコマンド及びポ
ーリングコマンドを示します。

TEXTのデータ構成を以下に示します。
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RAMSA-NETのデータフォーマットについて

cmd コマンド名称 内容

52H PARAMETER  SET パラメーターにデータを設定する。

5AH PARAMETER  RETURN パラメーターを返送する。

フォーマット 説明

02H Start  of  Text

cmd 52H：PARAMETER  SET

5AH：PARAMETER  RETURN

パラメーター番号6（MSB） ASCIIコード化された3桁の16進値

パラメーター番号5 の16進メモリー番号

パラメーター番号4 （16進で最大6桁のパラメーター番号が指定可能）

パラメーター番号3 （桁4～桁6は拡張用。通常は“0”で埋める。）

パラメーター番号2

パラメーター番号1（LSB）

データ6 （MSB） ASCIIコード化された2桁の16進値

データ5 （ただし、Delay値データの場合6桁の16進値

データ4 として認識される。Delay値データ以外は、

データ3 データ3～データ6は常に‘0’が設定される。）

データ2

データ1（LSB）

03H End of Text 

BCC ブロック・チェック・キャラクタ

フォーマット 説明

02H Start  of  Text

メモリー・データ メモリーデータの連続体

03H End of Text 

BCC ブロック・チェック・キャラクタ

フォーマット 説明

02H Start  of  Text

メモリー・データ メモリーデータの連続体

17H End of Text Block

BCC ブロック・チェック・キャラクタ

フォーマット 説明

02H Start  of  Text

メモリー・データ メモリーデータの連続体

03H End of Text

BCC ブロック・チェック・キャラクタ

フォーマット 説明

02H Start  of  Text

cmd 50H：CURRENT  SET

58H：CURRENT  RETURN

データ列 単一のメモリーデータ（前半）

17H End of Text Block

BCC ブロック・チェック・キャラクタ

cmd コマンド名称 内容

50H CURRENT SET メモリーへデータ登録する

58H CURRENT RETURN メモリー内容を返送する

フォーマット 説明

02H Start  of  Text

データ列 単一のメモリーデータ（後半）

17H End of Text Block

BCC ブロック・チェック・キャラクタ



●パラメーターデータ要求

以下に、適用されるセレクティングコマンドを示します。

TEXTのデータ構成を以下に示します。

●その他データが付属しないTEXT

以下に、適用されるセレクティングコマンドを示します。

TEXTのデータ構成を以下に示します。
¡本TEXTは、一旦セレクティングを受けると、次回
他のセレクティングを受けるまで、ポーリング受
信時、本データを送信します。

●ノッチの開始／終了とノッチステータス送信要求

以下に、HAND SHAKE時の適用されるセレクティン
グコマンドを示します。

¡本TEXTにより本システムが、一旦セレクティング
を受けると、「‘4’:STATUS返送解除」を受ける
まで、ポーリング受信時、最新ノッチステータス
を送信します。

¡他のメッセージによって、AUTO NOTCHを開始し
ている場合、POL受信時、送信すべきデータが無
い限り、EOT送信することになります。

¡本コマンドは、AUTOモードのノッチのSTART／
S T O P と D Y N A M I C 機 能 開 始 の A U T O
START/STOPを兼用します。

TEXTのデータ構成を以下に示します。

●ノッチステータスの返送

以下に、HAND SHAKE時に適用されるポーリングコ
マンドを示します。

¡TEXTのデータ構成の例を以下に示します。
¡本コマンドはユニットが現在LCDに表示中のCHの
データを返送するものとします。

¡BYPASS ON時のNOTCH STATUSは無条件で
‘5’：BYPASSとなること。この最、BYPASSが
OFFにされたときは、’2’：ENDとするものとし
ます。

フォーマット 説明

02H START OF  TEXT

cmd 2BH：NOTCH START/STOP

STATUS ‘0’：AUTO START

‘1’：AUTO STOP

‘2’：DYNAMIC START

‘3’：DYNAMIC STOP

‘4’：返送解除

03H END OF TEXT

BCC ブロック・チェック・キャラクタ
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フォーマット 説明

02H Start  of  Text

cmd 58H：CURRENT REQUEST

59H：MEMORY  No. REQUEST

20H：STATUS REQUEST

2AH：PTN  TABLE  REQUEST

03H End of Text 

BCC ブロック・チェック・キャラクタ

フォーマット 説明

02H Start  of  Text

cmd 5AH：PARAMETER  REQUEST

パラメーター番号6（MSB） ASCIIコード化された3桁の16進値

パラメーター番号5 の16進メモリー番号

パラメーター番号4 （16進で最大6桁のパラメーター番号が指定可能）

パラメーター番号3 （桁4～桁6は拡張用）

パラメーター番号2 通常は“0”でうめる

パラメーター番号1（LSB）

03H End of Text 

BCC ブロック・チェック・キャラクタ

cmd コマンド名称 内容

58H CURRENT REQUEST カレントデータの送信要求

59H MEMORY NO.REQUEST カレントメモリー番号の送信要求

20H STATUS  REQUEST システムデータの送信要求

2AH PTN TABLE REQUEST パターンチェンジテーブルの送信要求

cmd コマンド名称 内容

5AH PARAMETER  REQUEST パラメーターの送信要求 cmd コマンド名称 内容

2BH NOTCH START/STOP NOTCHの開始／終了とNOTCH STATUS送信要求

cmd コマンド名称 内容

2BH NOTCH STATUS NOTCH STATUS返送
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RAMSA-NETのデータフォーマットについて
フォーマット 説明

02H Start of Text
cmd 2BH：NOTCH STATUS

STATUS ‘0’：計測中 ‘5’：BYPASSによる検出拒否
‘1’：STOP(AUTO) ‘6’：DYNAMIC計測中
‘2’：END(AUTO)‘7’：DYNAMIC SOTP
‘3’：TIME OUT その他：検出失敗
‘4’：検出失敗

PRE_m PREに割り当てられた本数 ‘0’～‘9’
DYN_n DYNAMICに割り当てられた本数 ‘0’～‘9’
Reserve 使用しない（1Byteの拡張領域）

SELF GAIN(MSB) ‘1’～‘2’
SELF GAIN(LSB) ‘0’～‘F’（SELF GAIN設定値：18H～2CH）
F1(MSB) ‘0’～‘E’
F1(LSB) ‘0’～‘F’ 1/24OCT値(1BH～EFH)
D1 ‘0’：-15dB、‘1’：-12dB、‘2’：-9dB、‘3’：-6dB、‘4’：-3dB、‘5’：0dB
Q1 ‘0’：30、‘1’：60

F2(MSB) ‘0’～‘E’
F2(LSB) ‘0’～‘F’ 1/24OCT値(1BH～EFH)
D2 ‘0’：-15dB、‘1’：-12dB、‘2’：-9dB、‘3’：-6dB、‘4’：-3dB、‘5’：0dB
Q2 ‘0’：30、‘1’：60

F3(MSB) ‘0’～‘E’
F3(LSB) ‘0’～‘F’ 1/24OCT値(1BH～EFH)
D3 ‘0’：-15dB、‘1’：-12dB、‘2’：-9dB、‘3’：-6dB、‘4’：-3dB、‘5’：0dB
Q3 ‘0’：30、‘1’：60

F4(MSB) ‘0’～‘E’
F4(LSB) ‘0’～‘F’ 1/24OCT値(1BH～EFH)
D4 ‘0’：-15dB、‘1’：-12dB、‘2’：-9dB、‘3’：-6dB、‘4’：-3dB、‘5’：0dB
Q4 ‘0’：30、‘1’：60

F5(MSB) ‘0’～‘E’
F5(LSB) ‘0’～‘F’ 1/24OCT値(1BH～EFH)
D5 ‘0’：-15dB、‘1’：-12dB、‘2’：-9dB、‘3’：-6dB、‘4’：-3dB、‘5’：0dB
Q5 ‘0’：30、‘1’：60

F6(MSB) ‘0’～‘E’
F6(LSB) ‘0’～‘F’ 1/24OCT値(1BH～EFH)
D6 ‘0’：-15dB、‘1’：-12dB、‘2’：-9dB、‘3’：-6dB、‘4’：-3dB、‘5’：0dB
Q6 ‘0’：30、‘1’：60

F7(MSB) ‘0’～‘E’
F7(LSB) ‘0’～‘F’ 1/24OCT値(1BH～EFH)
D7 ‘0’：-15dB、‘1’：-12dB、‘2’：-9dB、‘3’：-6dB、‘4’：-3dB、‘5’：0dB
Q7 ‘0’：30、‘1’：60

F8(MSB) ‘0’～‘E’
F8(LSB) ‘0’～‘F’ 1/24OCT値(1BH～EFH)
D8 ‘0’：-15dB、‘1’：-12dB、‘2’：-9dB、‘3’：-6dB、‘4’：-3dB、‘5’：0dB
Q8 ‘0’：30、‘1’：60

F9(MSB) ‘0’～‘E’
F9(LSB) ‘0’～‘F’ 1/24OCT値(1BH～EFH)
D9 ‘0’：-15dB、‘1’：-12dB、‘2’：-9dB、‘3’：-6dB、‘4’：-3dB、‘5’：0dB
Q9 ‘0’：30、‘1’：60
03H End fo Text
BCC ブロック・チェック・キャラクタ
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■ワンウエイ方式のデータフォーマット
(1)セレクティングメッセージ

●メモリーへのデータ登録
[MEMORY  SET]
¡MEMORY  SET セレクティングのデータ構成
の例を以下に示します。

¡転送データが256バイトを超えるため、任意の
場所でETBで区切れます。

¡同様に、受信データは、任意の場所において
ETBで区切られる可能性があります。

（1）先頭TEXT

（2）途中のTEXT

（3）最終のTEXT

●カレントへのデータ登録
[CURRENT  SET]
¡CURRENT  SET セレクティングのデータ構成
の例を以下に示します。

¡転送データが256バイトを超えるため、任意の
場所でETBで区切れます。

¡同様に、受信データは、任意の場所において
ETBで区切られる可能性があります。

（1）先頭TEXT

（2）途中のTEXT 

（3）最終のTEXT 

フォーマット コード（16進） 説明

DLE 10H 伝送制御拡張

SA ADH ステーション・アドレス

UA A0～FFH ユニット・アドレス

データ カレント・データ

ETX 03H End Of Text

BCC ‘0’～‘F’ CMD～ETXまでのXOR

‘0’～‘F’

ENQ 05H 応答督促

フォーマット コード（16進） 説明

DLE 10H 伝送制御拡張

SA ADH ステーション・アドレス

UA A0～FFH ユニット・アドレス

CMD 50H 50H:CURRENT  SET  

データ カレント・データ

ETB 17H End Of Text Block

BCC ‘0’～‘F’ CMD～ETBまでのXOR

‘0’～‘F’

ENQ 05H 応答督促

フォーマット コード（16進） 説明

DLE 10H 伝送制御拡張

SA ADH ステーション・アドレス

UA A0～FFH ユニット・アドレス

データ カレント・データ

ETB 17H End Of Text Block

BCC ‘0’～‘F’ CMD～ETBまでのXOR

‘0’～‘F’

ENQ 05H 応答督促

フォーマット コード（16進） 説明

DLE 10H 伝送制御拡張

SA ADH ステーション・アドレス

UA A0～FFH ユニット・アドレス

CMD 40H 40H:MEMORY   SET

開始NO.(MSB) ‘0’ 設定する開始メモリ番号

開始NO.(LSB) ‘0’～‘F’

最終NO.(MSB) ‘0’ 設定する開始メモリ番号

最終NO.(LSB) ‘0’～‘F

データ メモリー・データ

ETB 17H End Of Text Block

BCC ‘0’～‘F’ CMD～ETBまでのXOR

‘0’～‘F’

ENQ 05H 応答督促

フォーマット コード（16進） 説明

DLE 10H 伝送制御拡張

SA ADH ステーション・アドレス

UA A0～FFH ユニット・アドレス

データ メモリー・データ

ETB 17H End Of Text Block

BCC ‘0’～‘F’ CMD～ETBまでのXOR

‘0’～‘F’

ENQ 05H 応答督促

フォーマット コード（16進） 説明

DLE 10H 伝送制御拡張

SA ADH ステーション・アドレス

UA A0～FFH ユニット・アドレス

データ メモリー・データ

ETX 03H End Of Text

BCC ‘0’～‘F’ CMD～ETXまでのXOR

‘0’～‘F’

ENQ 05H 応答督促
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フォーマット コード（16進） 説明

DLE 10H 伝送制御拡張

SA ADH ステーション・アドレス

UA A0～FFH ユニット・アドレス

CMD 22H 22H：PTN  TBL  SET

PTN1(MSB) ‘0’ PTN1に対応するﾒﾓﾘ番号。

PTN1(LSB) ‘0’～‘F’

PTN2(MSB) ‘0’ PTN2に対応するﾒﾓﾘ番号。

PTN2(LSB) ‘0’～‘F’

：

：

PTN12(MSB) ‘0’ PTN12に対応するﾒﾓﾘ番号。

PTN12(LSB) ‘0’～‘F’

ETX 03H End Of Tex

BCC ‘0’～‘F’ CMD～ETXまでのXOR

‘0’～‘F’

ENQ 05H 応答督促

フォーマット コード（16進） 説明

DLE 10H 伝送制御拡張

SA ADH ステーション・アドレス

UA A0～FFH ユニット・アドレス

CMD 41H 41H：TITLE  SET

開始NO.(MSB) ‘0’ 設定する開始メモリ番号

開始NO.(LSB) ‘0’～‘F’

最終NO.(MSB) ‘0’ 設定する開始メモリ番号

最終NO.(LSB) ‘0’～‘F’

開始NO.メモリ TITLEの1文字目

TITLE TITLEの2文字目

TITLEの3文字目

TITLEの4文字目

TITLEの5文字目

TITLEの6文字目

TITLEの7文字目

TITLEの8文字目

： ： ：

最終NO.メモリ TITLEの1文字目

TITLE TITLEの2文字目

TITLEの3文字目

TITLEの4文字目

TITLEの5文字目

TITLEの6文字目

TITLEの7文字目

TITLEの8文字目

ETX 03H End Of Text

BCC ‘0’～‘F’ CMD～ETXまでのXOR

‘0’～‘F’

ENQ 05H 応答督促

●パラメータへのデータ登録
[PARAMETER SET]
¡PARAMETER  SET セレクティングのデータ
構成の例を以下に示します。

●パターンチェンジテーブルへのデー
タ登録
[PTN  TBL  SET]
¡PTN  TBL  SET セレクティングのデータ構成
の例を以下に示します。

●メモリータイトルデータの登録
[TITLE  SET]
¡TITLE SET セレクティングのデータ構成の例
を以下に示します。

フォーマット コード（16進） 説明

DLE 10H 伝送制御拡張

SA ADH ステーション・アドレス

UA A0～FFH ユニット・アドレス

CMD 52H 52H：PARAMETER  SET

PNO.6(MSB) ‘0’ ASCIIコード化された3桁の

PNO.5 ‘0’ 16進値

PNO.4 ‘0’ （桁4～桁6は拡張用で、通常

PNO.3 ‘0’ は‘0’で埋める。）

PNO.2 ‘0’～‘F’

PNO.1(LSB) ‘0’～‘F’

DATA6(MSB) ‘0’ ASCIIコード化された2桁の

DATA5 ‘0’ 16進値

DATA4 ‘0’ （ただし、Delay値データは

DATA3 ‘0’ 6桁として使用する

DATA2 ‘0’～‘F’ 通常は桁3～6は‘0’で埋め

DATA1(LSB) ‘0’～‘F’ る。）

ETX 03H End of Text

BCC ‘0’～‘F’ CMD～ETXまでのXOR

‘0’～‘F’

ENQ 05H 応答督促



(2)ポーリング・メッセージ
●メモリ・データの送信要求
[MEMORY  REQUEST]
¡MEMORY REQUEST ポーリングのデータ構
成の例を以下に示します。

¡MEMORY REQUEST に対する返信は、ハン
ドシェイクの MEMORY RETURN と同じデー
タフォーマットで返信されます。ただし、ヘ
ッダーとフッターはワンウエイフォーマット
です。

¡MEMORY RETURN のCMDは“48H”です。

●カレント・データの送信要求
[CURRENT  REQUEST]
¡CURRENT REQUEST ポーリングのデータ構
成の例を以下に示します。

¡CURRENT REQUEST に対する返信は、ハン
ドシェイクの CURRENT RETURN と同じデ
ータフォーマットで返信されます。ただし、
ヘッダーとフッターはワンウエイフォーマッ
トです。

¡CURRENT RETURN のCMDは“58H”です。

●パターンテーブルデータの送信要求
[PTN TBL REQUEST]
¡PTN TBL REQUEST ポーリングのデータ構成
の例を以下に示します。

¡PTN TBL REQUEST に対する返信は、ハンド
シェイクの PTN TBL RETURN と同じデータ
フォーマットで返信されます。ただし、ヘッ
ダーとフッターはワンウエイフォーマットで
す。

¡PTN TBL RETURN のCMDは“2AH”です。

●メモリタイトルデータの送信要求
[TITLE  REQUEST]
¡TITLE REQUEST ポーリングのデータ構成の
例を以下に示します。

¡TITLE REQUEST に対する返信は、ハンドシ
ェイクの TITLE RETURN と同じデータフォ
ーマットで返信されます。ただし、ヘッダー
とフッターはワンウエイフォーマットです。

¡TITLE RETURN のCMDは“49H”です。
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フォーマット コード（16進） 説明

DLE 10H 伝送制御拡張

SA 2DH ステーション・アドレス

UA 20～7FH ユニット・アドレス

CMD 48H 48H:MEMORY  REQUEST

開始NO.(MSB) ‘0’ メモリーの開始番号

開始NO.(LSB) ‘0’～‘F’

最終NO.(MSB) ‘0’ メモリーの最終番号

最終NO.(LSB) ‘0’～‘F

ETX 03H End Of Text

BCC ‘0’～‘F’ CMD～ETXまでのXOR

‘0’～‘F’

ENQ 05H 応答督促

フォーマット コード（16進） 説明

DLE 10H 伝送制御拡張

SA 2DH ステーション・アドレス

UA 20～7FH ユニット・アドレス

CMD 58H 58H:CURRENT  REQUEST

ETX 03H End Of Text

BCC ‘0’～‘F’ CMD～ETXまでのXOR

‘0’～‘F’

ENQ 05H 応答督促

フォーマット コード（16進） 説明

DLE 10H 伝送制御拡張

SA 2DH ステーション・アドレス

UA 20～7FH ユニット・アドレス

CMD 2AH 2AH:PTN TBL REQUEST

ETX 03H End Of Text

BCC ‘0’～‘F’ CMD～ETXまでのXOR

‘0’～‘F’

ENQ 05H 応答督促

フォーマット コード（16進） 説明

DLE 10H 伝送制御拡張

SA 2DH ステーション・アドレス

UA 20～7FH ユニット・アドレス

CMD 49H 49H:TITLE REQUEST

ETX 03H End Of Text

BCC ‘0’～‘F’ CMD～ETXまでのXOR

‘0’～‘F’

ENQ 05H 応答督促
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■パラメーターテーブル
●メモリーデータ・フォーマット

PNO パラメーター名 設定範囲
58 A_BAND_17_GAIN -15～+15dB
59 A_BAND_18_GAIN -15～+15dB
60 A_BAND_19_GAIN -15～+15dB
61 A_BAND_20_GAIN -15～+15dB
62 A_BAND_21_GAIN -15～+15dB
63 A_BAND_22_GAIN -15～+15dB
64 A_BAND_23_GAIN -15～+15dB
65 A_BAND_24_GAIN -15～+15dB
66 A_BAND_25_GAIN -15～+15dB
67 A_BAND_26_GAIN -15～+15dB
68 A_PEQ_SW OFF,ON
69 A_PEQ1_TYPE PKG,SHL,SHH
70 A_PEQ1_FRQ 40Hz～18kHz
71 A_PEQ1_GAIN -15～+15dB
72 A_PEQ1_Q 0.3～30 、31階調
73 A_PEQ2_TYPE PKG,SHL,SHH
74 A_PEQ2_FRQ 40Hz～18kHz
75 A_PEQ2_GAIN -15～+15dB
76 A_PEQ2_Q 0.3～30 、31階調
77 A_PEQ3_TYPE PKG,SHL,SHH
78 A_PEQ3_FRQ 40Hz～18kHz
79 A_PEQ3_GAIN -15～+15dB
80 A_PEQ3_Q 0.3～30 、31階調
81 A_PEQ4_TYPE PKG,SHL,SHH
82 A_PEQ4_FRQ 40Hz～18kHz
83 A_PEQ4_GAIN -15～+15dB
84 A_PEQ4_Q 0.3～30 、31階調
85 A_PEQ5_TYPE PKG,SHL,SHH
86 A_PEQ5_FRQ 40Hz～18kHz
87 A_PEQ5_GAIN -15～+15dB
88 A_PEQ5_Q 0.3～30 、31階調
89 A_PEQ6_TYPE PKG,SHL,SHH
90 A_PEQ6_FRQ 40Hz～18kHz
91 A_PEQ6_GAIN -15～+15dB
92 A_PEQ6_Q 0.3～30 、31階調
93 A_PEQ7_TYPE PKG,SHL,SHH
94 A_PEQ7_FRQ 40Hz～18kHz
95 A_PEQ7_GAIN -15～+15dB
96 A_PEQ7_Q 0.3～30 、31階調
97 A_PEQ8_TYPE PKG,SHL,SHH
98 A_PEQ8_FRQ 40Hz～18kHz
99 A_PEQ8_GAIN -15～+15dB
100 A_PEQ8_Q 0.3～30 、31階調
101 A_PEQ9_TYPE PKG,SHL,SHH
102 A_PEQ9_FRQ 40Hz～18kHz
103 A_PEQ9_GAIN -15～+15dB
104 A_PEQ9_Q 0.3～30 、31階調
105 A_PEQ10_TYPE PKG,SHL,SHH
106 A_PEQ10_FRQ 40Hz～18kHz
107 A_PEQ10_GAIN -15～+15dB
108 A_PEQ10_Q 0.3～30 、31階調
109 A_PEQ_HPF_FRQ OFF,20Hz～18kHz
110 A_PEQ_HPF_RSP 6dB, 12dB, 18dB, 24dB
111 A_PEQ_LPF_FRQ 20Hz～18kHz,OFF
112 A_PEQ_LPF_RSP 6dB, 12dB, 18dB, 24dB
113 A_PEQ_GAIN -12～+12dB
114 A_COMP_SW OFF,ON

PNO パラメーター名 設定範囲
1 Sum check 使用しません
2 Basic mode STEREO1, STEREO2
3 MEM MUNBER 使用しません
4 MEM PROTECT OFF,ON
5 AB_LINK OFF,ON（メモリーには登録されません）
6 TITLE_1文字
7 TITLE_2文字
8 TITLE_3文字
9 TITLE_4文字
10 TITLE_5文字
11 TITLE_6文字
12 TITLE_7文字
13 TITLE_8文字
14 Reserve
15 Reserve
16 NOTCH_CANNEL A,B
17 N_GAIN_AUTO OFF,ON
18 DYNAMIC OFF,ON
19 COMP_SLINK OFF,ON
20 BYPASS OFF,ON（メモリーには登録されません）
21 N_AUTO_SW OFF,ON
22 N_AUTO 最大9個(01H～09H)
23 N_DYNAMIC 最大9個(01H～09H)
24 Reserve
25 N_RESP SLOW/FAST
26 N_SENS HIGH,MID,LOW
27 N_DEPT -15[dB]～-3[dB]
28 N_GAIN 0～+12[dB]
29 N_MODE PRE:AUTO,PRE:MANU,DYNAMIC,CLR
30 GEQ/PEQ GEQ,PEQ,LIST GEQ
31 MONO MIX OFF,ON
32 GEQ CURSOR 1/3octデータ書き込み時,GEQ CURSORカーソル選択

33 A_M_LVL OFF,-60～+6dB
34 A_DLY_BYTE1 0～1300ms
35 A_DLY_BYTE2 *
36 A_DLY_BYTE3 *
37 A_GEQ_HPF_FRQ OFF,20～400Hz(1/12oct)
38 A_GEQ_GAIN -12～+12dB
39 A_GEQ_SW OFF,ON
40 A_GEQ_Q 5,7,10(00H, 01H, 02H)
41 A_BAND_0_GAIN -15～+15dB
42 A_BAND_1_GAIN -15～+15dB
43 A_BAND_2_GAIN -15～+15dB
44 A_BAND_3_GAIN -15～+15dB
45 A_BAND_4_GAIN -15～+15dB
46 A_BAND_5_GAIN -15～+15dB
47 A_BAND_6_GAIN -15～+15dB
48 A_BAND_7_GAIN -15～+15dB
49 A_BAND_8_GAIN -15～+15dB
50 A_BAND_9_GAIN -15～+15dB
51 A_BAND_10_GAIN -15～+15dB
52 A_BAND_11_GAIN -15～+15dB
53 A_BAND_12_GAIN -15～+15dB
54 A_BAND_13_GAIN -15～+15dB
55 A_BAND_14_GAIN -15～+15dB
56 A_BAND_15_GAIN -15～+15dB
57 A_BAND_16_GAIN -15～+15dB
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PNO パラメーター名 設定範囲
115 A_COMP_TH_LVL +24dB～ｰ16dB
116 A_COMP_RATIO 1.4,2,4,6,10,∞:1
117 A_COMP_ATTACK 0,0.25,0.5,1,2,4,8,16,32,100ms
118 A_COMP_RELEASE 50,100,200,400,800,2000ms
119 A_GATE_SW OFF,ON
120 A_GATE_TH_LVL -90dB～-40dB
121 A_GATE_RELEASE 50,100,200,400,800,2000ms
122 A_LEVEL OFF,-60～+6dB
123 A_PHASE NOR,INV
124 A_NOTCH_SW OFF,ON
125 A_NOTCH1_FRQ 40Hz～18kHz
126 A_NOTCH1_GAIN -15dB,-12dB,-9dB,-6dB,-3dB,0dB
127 A_NOTCH1_Q 30,60
128 A_NOTCH2_FRQ 40Hz～18kHz
129 A_NOTCH2_GAIN -15dB,-12dB,-9dB,-6dB,-3dB,0dB
130 A_NOTCH2_Q 30,60
131 A_NOTCH3_FRQ 40Hz～18kHz
132 A_NOTCH3_GAIN -15dB,-12dB,-9dB,-6dB,-3dB,0dB
133 A_NOTCH3_Q 30,60
134 A_NOTCH4_FRQ 40Hz～18kHz
135 A_NOTCH4_GAIN -15dB,-12dB,-9dB,-6dB,-3dB,0dB
136 A_NOTCH4_Q 30,60
137 A_NOTCH5_FRQ 40Hz～18kHz
138 A_NOTCH5_GAIN -15dB,-12dB,-9dB,-6dB,-3dB,0dB
139 A_NOTCH5_Q 30,60
140 A_NOTCH6_FRQ 40Hz～18kHz
141 A_NOTCH6_GAIN -15dB,-12dB,-9dB,-6dB,-3dB,0dB
142 A_NOTCH6_Q 30,60
143 A_NOTCH7_FRQ 40Hz～18kHz
144 A_NOTCH7_GAIN -15dB,-12dB,-9dB,-6dB,-3dB,0dB
145 A_NOTCH7_Q 30,60
146 A_NOTCH8_FRQ 40Hz～18kHz
147 A_NOTCH8_GAIN -15dB,-12dB,-9dB,-6dB,-3dB,0dB
148 A_NOTCH8_Q 30,60
149 A_NOTCH9_FRQ 40Hz～18kHz
150 A_NOTCH9_GAIN -15dB,-12dB,-9dB,-6dB,-3dB,0dB
151 A_NOTCH9_Q 30,60
152 RESERVE
153 RESERVE
154 RESERVE
155 RESERVE
156 RESERVE
157 RESERVE
158 RESERVE
159 RESERVE
160 RESERVE
161 B_M_LVL OFF,-60～+6dB
162 B_DLY_BYTE1 0～1300ms
163 B_DLY_BYTE2 *
164 B_DLY_BYTE3 *
165 B_GEQ_HPF_FRQ OFF,20～400Hz(1/12oct)
166 B_GEQ_GAIN -12～+12dB
167 B_GEQ_SW OFF,ON
168 B_GEQ_Q 5,7,10(00H, 01H, 02H)
169 B_BAND_0_GAIN -15～+15dB
170 B_BAND_1_GAIN -15～+15dB
171 B_BAND_2_GAIN -15～+15dB

PNO パラメーター名 設定範囲
172 B_BAND_3_GAIN -15～+15dB
173 B_BAND_4_GAIN -15～+15dB
174 B_BAND_5_GAIN -15～+15dB
175 B_BAND_6_GAIN -15～+15dB
176 B_BAND_7_GAIN -15～+15dB
177 B_BAND_8_GAIN -15～+15dB
178 B_BAND_9_GAIN -15～+15dB
179 B_BAND_10_GAIN -15～+15dB
180 B_BAND_11_GAIN -15～+15dB
181 B_BAND_12_GAIN -15～+15dB
182 B_BAND_12_GAIN -15～+15dB
183 B_BAND_14_GAIN -15～+15dB
184 B_BAND_15_GAIN -15～+15dB
185 B_BAND_16_GAIN -15～+15dB
186 B_BAND_17_GAIN -15～+15dB
187 B_BAND_18_GAIN -15～+15dB
188 B_BAND_19_GAIN -15～+15dB
189 B_BAND_20_GAIN -15～+15dB
190 B_BAND_21_GAIN -15～+15dB
191 B_BAND_21_GAIN -15～+15dB
192 B_BAND_23_GAIN -15～+15dB
193 B_BAND_24_GAIN -15～+15dB
194 B_BAND_25_GAIN -15～+15dB
195 B_BAND_26_GAIN -15～+15dB
196 B_PEQ_SW OFF,ON
197 B_PEQ1_TYPE PKG,SHL,SHH
198 B_PEQ1_FRQ 40Hz～18kHz
199 B_PEQ1_GAIN -15～+15dB
200 B_PEQ1_Q 0.3～30 、31階調
201 B_PEQ2_TYPE PKG,SHL,SHH
202 B_PEQ2_FRQ 40Hz～18kHz
203 B_PEQ2_GAIN -15～+15dB
204 B_PEQ2_Q 0.3～30 、31階調
205 B_PEQ3_TYPE PKG,SHL,SHH
206 B_PEQ3_FRQ 40Hz～18kHz
207 B_PEQ3_GAIN -15～+15dB
208 B_PEQ3_Q 0.3～30 、31階調
209 B_PEQ4_TYPE PKG,SHL,SHH
210 B_PEQ4_FRQ 40Hz～18kHz
211 B_PEQ4_GAIN -15～+15dB
212 B_PEQ4_Q 0.3～30 、31階調
213 B_PEQ5_TYPE PKG,SHL,SHH
214 B_PEQ5_FRQ 40Hz～18kHz
215 B_PEQ5_GAIN -15～+15dB
216 B_PEQ5_Q 0.3～30 、31階調
217 B_PEQ6_TYPE PKG,SHL,SHH
218 B_PEQ6_FRQ 40Hz～18kHz
219 B_PEQ6_GAIN -15～+15dB
220 B_PEQ6_Q 0.3～30 、31階調
221 B_PEQ7_TYPE PKG,SHL,SHH
222 B_PEQ7_FRQ 40Hz～18kHz
223 B_PEQ7_GAIN -15～+15dB
224 B_PEQ7_Q 0.3～30 、31階調
225 B_PEQ8_TYPE PKG,SHL,SHH
226 B_PEQ8_FRQ 40Hz～18kHz
227 B_PEQ8_GAIN -15～+15dB
228 B_PEQ8_Q 0.3～30 、31階調
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PNO パラメーター名 設定範囲
229 B_PEQ9_TYPE PKG,SHL,SHH
230 B_PEQ9_FRQ 40Hz～18kHz
231 B_PEQ9_GAIN -15～+15dB
232 B_PEQ9_Q 0.3～30 、31階調
233 B_PEQ10_TYPE PKG,SHL,SHH
234 B_PEQ10_FRQ 40Hz～18kHz
235 B_PEQ10_GAIN -15～+15dB
236 B_PEQ10_Q 0.3～30 、31階調
237 B_PEQ_HPF_FRQ OFF,20Hz～18kHz
238 B_PEQ_HPF_RSP 6dB, 12dB, 18dB, 24dB
239 B_PEQ_LPF_FRQ 20Hz～18kHz,OFF
240 B_PEQ_LPF_RSP 6dB, 12dB, 18dB, 24dB
241 B_PEQ_GAIN -12～+12dB
242 B_COMP_SW OFF,ON
243 B_COMP_TH_LVL +24dB～ｰ16dB
244 B_COMP_RATIO 1.4,2,4,6,10,∞:1
245 B_COMP_ATTACK 0,0.25,0.5,1,2,4,8,16,32,100ms
246 B_COMP_RELEASE 50,100,200,400,800,2000ms
247 B_GATE_SW OFF,ON
248 B_GATE_TH_LVL -90dB～-40dB
249 B_GATE_RELEASE 50,100,200,400,800,2000ms
250 B_LEVEL OFF,-60～+6dB
251 B_PHASE NOR,INV
252 B_NOTCH_SW OFF,ON
253 B_NOTCH1_FRQ 40Hz～18kHz
254 B_NOTCH1_GAIN -15dB,-12dB,-9dB,-6dB,-3dB,0dB
255 B_NOTCH1_Q 30,60
256 B_NOTCH2_FRQ 40Hz～18kHz
257 B_NOTCH2_GAIN -15dB,-12dB,-9dB,-6dB,-3dB,0dB
258 B_NOTCH2_Q 30,60
259 B_NOTCH3_FRQ 40Hz～18kHz
260 B_NOTCH3_GAIN -15dB,-12dB,-9dB,-6dB,-3dB,0dB
261 B_NOTCH3_Q 30,60
262 B_NOTCH4_FRQ 40Hz～18kHz
263 B_NOTCH4_GAIN -15dB,-12dB,-9dB,-6dB,-3dB,0dB
264 B_NOTCH4_Q 30,60
265 B_NOTCH5_FRQ 40Hz～18kHz
266 B_NOTCH5_GAIN -15dB,-12dB,-9dB,-6dB,-3dB,0dB
267 B_NOTCH5_Q 30,60
268 B_NOTCH6_FRQ 40Hz～18kHz
269 B_NOTCH6_GAIN -15dB,-12dB,-9dB,-6dB,-3dB,0dB
270 B_NOTCH6_Q 30,60
271 B_NOTCH7_FRQ 40Hz～18kHz
272 B_NOTCH7_GAIN -15dB,-12dB,-9dB,-6dB,-3dB,0dB
273 B_NOTCH7_Q 30,60
274 B_NOTCH8_FRQ 40Hz～18kHz
275 B_NOTCH8_GAIN -15dB,-12dB,-9dB,-6dB,-3dB,0dB
276 B_NOTCH8_Q 30,60
277 B_NOTCH9_FRQ 40Hz～18kHz
278 B_NOTCH9_GAIN -15dB,-12dB,-9dB,-6dB,-3dB,0dB
279 B_NOTCH9_Q 30,60
280 RESERVE
281 RESERVE
282 RESERVE
283 RESERVE
284 RESERVE
285 RESERVE

PNO パラメーター名 設定範囲
286 RESERVE
287 RESERVE
288 RESERVE
289 RESERVE
290 RESERVE
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●Level値

PARAM値 LVL値 PARAM値 LVL値 PARAM値 LVL値 PARAM値 LVL値
0  (00H) OFF 32(20H) －41.5dB 64(40H) －25.5dB 96(60H) －9.5dB
1  (01H) －60.0dB 33(21H) －41.0dB 65(41H) －25.0dB 97(61H) －9.0dB
2  (02H) －59dB 34(22H) －40.5dB 66(42H) －24.5dB 98(62H) －8.5dB
3  (03H) －58dB 35(23H) －40.0dB 67(43H) －24.0dB 99(63H) －8.0dB
4  (04H) －57dB 36(24H) －39.5dB 68(44H) －23.5dB 100(64H) －7.5dB
5  (05H) －56dB 37(25H) －39.0dB 69(45H) －23.0dB 101(65H) －7.0dB
6  (06H) －55dB 38(26H) －38.5dB 70(46H) －22.5dB 102(66H) －6.5dB
7  (07H) －54.0dB 39(27H) －38.0dB 71(47H) －22.0dB 103(67H) －6.0dB
8  (08H) －53.5dB 40(28H) －37.5dB 72(48H) －21.5dB 104(68H) －5.5dB
9  (09H) －53.0dB 41(29H) －37.0dB 73(49H) －21.0dB 105(69H) －5.0dB
10(0AH) －52.5dB 42(2AH) －36.5dB 74(4AH) －20.5dB 106(6AH) －4.5dB
11(0BH) －52.0dB 43(2BH) －36.0dB 75(4BH) －20.0dB 107(6BH) －4.0dB
12(0CH) －51.5dB 44(2CH) －35.5dB 76(4CH) －19.5dB 108(6CH) －3.5dB
13(0DH) －51.0dB 45(2DH) －35.0dB 77(4DH) －19.0dB 109(6DH) －3.0dB
14(0EH) －50.5dB 46(2EH) －34.5dB 78(4EH) －18.5dB 110(6EH) －2.5dB
15(0FH) －50.0dB 47(2FH) －34.0dB 79(4FH) －18.0dB 111(6FH) －2.0dB
16(10H) －49.5dB 48(30H) －33.5dB 80(50H) －17.5dB 112(70H) －1.5dB
17(11H) －49.0dB 49(31H) －33.0dB 81(51H) －17.0dB 113(71H) －1.0dB
18(12H) －48.5dB 50(32H) －32.5dB 82(52H) －16.5dB 114(72H) －0.5dB
19(13H) －48.0dB 51(33H) －32.0dB 83(53H) －16.0dB 115(73H) －0.0dB
20(14H) －47.5dB 52(34H) －31.5dB 84(54H) －15.5dB 116(74H) +0.5dB
21(15H) －47.0dB 53(35H) －31.0dB 85(55H) －15.0dB 117(75H) +1.0dB
22(16H) －46.5dB 54(36H) －30.5dB 86(56H) －14.5dB 118(76H) +1.5dB
23(17H) －46.0dB 55(37H) －30.0dB 87(57H) －14.0dB 119(77H) +2.0dB
24(18H) －45.5dB 56(38H) －29.5dB 88(58H) －13.5dB 120(78H) +2.5dB
25(19H) －45.0dB 57(39H) －29.0dB 89(59H) －13.0dB 121(79H) +3.0dB
26(1AH) －44.5dB 58(3AH) －28.5dB 90(5AH) －12.5dB 122(7AH) +3.5dB
27(1BH) －44.0dB 59(3BH) －28.0dB 91(5BH) －12.0dB 123(7BH) +4.0dB
28(1CH) －43.5dB 60(3CH) －27.5dB 92(5CH) －11.5dB 124(7CH) +4.5dB
29(1DH) －43.0dB 61(3DH) －27.0dB 93(5DH) －11.0dB 125(7DH) +5.0dB
30(1EH) －42.5dB 62(3EH) －26.5dB 94(5EH) －10.5dB 126(7EH) +5.5dB
31(1FH) －42.0dB 63(3FH) －26.0dB 95(5FH) －10.0dB 127(7FH) +6.0dB
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●COMP TH LVL値

PARAM値 COMP PARAM値 COMP PARAM値 COMP
TH LVL値 TH LVL値 TH LVL値

0  (00H) +24.0 32(20H) +8.0 64(40H) －8.0
1  (01H) +23.5 33(21H) +7.5 65(41H) －8.5
2  (02H) +23.0 34(22H) +7.0 66(42H) －9.0
3  (03H) +22.5 35(23H) +6.5 67(43H) －9.5
4  (04H) +22.0 36(24H) +6.0 68(44H) －10.0
5  (05H) +21.5 37(25H) +5.5 69(45H) －10.5
6  (06H) +21.0 38(26H) +5.0 70(46H) －11.0
7  (07H) +20.5 39(27H) +4.5 71(47H) －11.5
8  (08H) +20.0 40(28H) +4.0 72(48H) －12.0
9  (09H) +19.5 41(29H) +3.5 73(49H) －12.5
10(0AH) +19.0 42(2AH) +3.0 74(4AH) －13.0
11(0BH) +18.5 43(2BH) +2.5 75(4BH) －13.5
12(0CH) +18.0 44(2CH) +2.0 76(4CH) －14.0
13(0DH) +17.5 45(2DH) +1.5 77(4DH) －14.5
14(0EH) +17.0 46(2EH) +1.0 78(4EH) －15.0
15(0FH) +16.5 47(2FH) +0.5 79(4FH) －15.5
16(10H) +16.0 48(30H) +0.0 80(50H) －16.0
17(11H) +15.5 49(31H) －0.5
18(12H) +15.0 50(32H) －1.0
19(13H) +14.5 51(33H) －1.5
20(14H) +14.0 52(34H) －2.0
21(15H) +13.5 53(35H) －2.5
22(16H) +13.0 54(36H) －3.0
23(17H) +12.5 55(37H) －3.5
24(18H) +12.0 56(38H) －4.0
25(19H) +11.5 57(39H) －4.5
26(1AH) +11.0 58(3AH) －5.0
27(1BH) +10.5 59(3BH) －5.5
28(1CH) +10.0 60(3CH) －6.0
29(1DH) +9.5 61(3DH) －6.5
30(1EH) +9.0 62(3EH) －7.0
31(1FH) +8.5 63(3FH) －7.5
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●GATE TH LVL値

PARAM値 GATE PARAM値 GATE
TH LVL値 TH  LVL値

0  (00H) 32(20H) －59.0
1  (01H) －90.0 33(21H) －58.0
2  (02H) －89.0 34(22H) －57.0
3  (03H) －88.0 35(23H) －56.0
4  (04H) －87.0 36(24H) －55.0
5  (05H) －86.0 37(25H) －54.0
6  (06H) －85.0 38(26H) －53.0
7  (07H) －84.0 39(27H) －52.0
8  (08H) －83.0 40(28H) －51.0
9  (09H) －82.0 41(29H) －50.0
10(0AH) －81.0 42(2AH) －49.0
11(0BH) －80.0 43(2BH) －48.0
12(0CH) －79.0 44(2CH) －47.0
13(0DH) －78.0 45(2DH) －46.0
14(0EH) －77.0 46(2EH) －45.0
15(0FH) －76.0 47(2FH) －44.0
16(10H) －75.0 48(30H) －43.0
17(11H) －74.0 49(31H) －42.0
18(12H) －73.0 50(32H) －41.0
19(13H) －72.0 51(33H) －40.0
20(14H) －71.0
21(15H) －70.0
22(16H) －69.0
23(17H) －68.0
24(18H) －67.0
25(19H) －66.0
26(1AH) －65.0
27(1BH) －64.0
28(1CH) －63.0
29(1DH) －62.0
30(1EH) －61.0
31(1FH) －60.0
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RAMSA-NETのデータフォーマットについて

PARAM値 GAIN 値 PARAM値 GAIN 値
0  (00H) －15.0 32(20H) +1.0
1  (01H) －14.5 33(21H) +1.5
2  (02H) －14.0 34(22H) +2.0
3  (03H) －13.5 35(23H) +2.5
4  (04H) －13.0 36(24H) +3.0
5  (05H) －12.5 37(25H) +3.5
6  (06H) －12.0 38(26H) +4.0
7  (07H) －11.5 39(27H) +4.5
8  (08H) －11.0 40(28H) +5.0
9  (09H) －10.5 41(29H) +5.5
10(0AH) －10.0 42(2AH) +6.0
11(0BH) －9.5 43(2BH) +6.5
12(0CH) －9.0 44(2CH) +7.0
13(0DH) －8.5 45(2DH) +7.5
14(0EH) －8.0 46(2EH) +8.0
15(0FH) －7.5 47(2FH) +8.5
16(10H) －7.0 48(30H) +9.0
17(11H) －6.5 49(31H) +9.5
18(12H) －6.0 50(32H) +10.0
19(13H) －5.5 51(33H) +10.5
20(14H) －5.0 52(34H) +11.0
21(15H) －4.5 53(35H) +11.5
22(16H) －4.0 54(36H) +12.0
23(17H) －3.5 55(37H) +12.5
24(18H) －3.0 56(38H) +13.0
25(19H) －2.5 57(39H) +13.5
26(1AH) －2.0 58(3AH) +14.0
27(1BH) －1.5 59(3BH) +14.5
28(1CH) －1.0 60(3CH) +15.0
29(1DH) －0.5 61(3DH) OFF
30(1EH) 0.0
31(1FH) +0.5



解
　
　
説

77

PARAM値 音程 1／24 1／12 1／6 1／3
0  (00H) OFF OFF OFF OFF
1  (01H) OFF
2  (02H) OFF
3  (03H) D# 20 20 20 20
4  (04H) D# 20
5  (05H) E 21 21
6  (06H) E 21
7  (07H) F 22 22 22
8  (08H) F 23
9  (09H) F# 24 24
10(0AH) F# 24
11(0BH) G 25 25 25 25
12(0CH) G 26
13(0DH) G# 27 27
14(0EH) G# 27
15(0FH) A 28 28 28
16(10H) A 29
17(11H) A# 30 30
18(12H) A# 31
19(13H) B 32 32 32 32
20(14H) B 33
21(15H) C－ 34 34
22(16H) C－ 35
23(17H) C－# 36 36 36
24(18H) C－# 37
25(19H) D－ 38 38
26(1AH) D－ 39
27(1BH) D－# 40 40 40 40
28(1CH) D－# 41
29(1DH) E－ 43 43
30(1EH) E－ 44
31(1FH) F－ 45 45 45
32(20H) F－ 46
33(21H) F－# 48 48
34(22H) F－# 49
35(23H) G－ 50 50 50 50
36(24H) G－ 51
37(25H) G－# 53 53
38(26H) G－# 54
39(27H) A－ 56 56 56
40(28H) A－ 58
41(29H) A－# 60 60
42(2AH) A－# 61

●FRQ値
¡LPFのOFFは249 (F9H) を用いる。
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RAMSA-NETのデータフォーマットについて

PARAM値 音程 1／24 1／12 1／6 1／3
43(2BH) B－ 63 63 63 63
44(2CH) B－ 65
45(2DH) C0 68 68
46(2EH) C0 69
47(2FH) C0# 71 71 71
48(30H) C0# 73
49(31H) D0 76 76
50(32H) D0 78
51(33H) D0# 80 80 80 80
52(34H) D0# 82
53(35H) E0 85 85
54(36H) E0 87
55(37H) F0 90 90 90
56(38H) F0 93
57(39H) F0# 96 96
58(3AH) F0# 98
59(3BH) G0 100 100 100 100
60(3CH) G0 102
61(3DH) G0# 105 105
62(3EH) G0# 107
63(3FH) A0 110 110 110
64(40H) A0 115
65(41H) A0# 120 120
66(42H) A0# 125
67(43H) B0 130 130 130 130
68(44H) B0 133
69(45H) C1 136 136
70(46H) C1 138
71(47H) C1# 140 140 140
72(48H) C1# 146
73(49H) D1 152 152
74(4AH) D1 156
75(4BH) D1# 160 160 160 160
76(4CH) D1# 165
77(4DH) E1 170 170
78(4EH) E1 175
79(4FH) F1 180 180 180
80(50H) F1 186
81(51H) F1# 192 192
82(52H) F1# 196
83(53H) G1 200 200 200 200
84(54H) G1 205
85(55H) G1# 210 210
86(56H) G1# 217
87(57H) A1 224 224 224
88(58H) A1 232
89(59H) A1# 240 240
90(5AH) A1# 245
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PARAM値 音程 1／24 1／12 1／6 1／3
91(5BH) B1 250 250 250 250
92(5CH) B1 260
93(5DH) C2 270 270
94(5EH) C2 275
95(5FH) C2# 280 280 280
96(60H) C2# 290
97(61H) D2 300 300
98(62H) D2 307
99(63H) D2# 315 315 315 315
100(64H) D2# 327
101(65H) E2 340 340
102(66H) E2 347
103(67H) F2 355 355 355
104(68H) F2 367
105(69H) F2# 380 380
106(6AH) F2# 390
107(6BH) G2 400 400 400 400
108(6CH) G2 415
109(6DH) G2# 430 430
110(6EH) G2# 440
111(6FH) A2 450 450 450
112(70H) A2 465
113(71H) A2# 480 480
114(72H) A2# 490
115(73H) B2 500 500 500 500
116(74H) B2 515
117(75H) C3 530 530
118(76H) C3 545
119(77H) C3# 560 560 560
120(78H) C3# 580
121(79H) D3 600 600
122(7AH) D3 615
123(7BH) D3# 630 630 630 630
124(7CH) D3# 655
125(7DH) E3 680 680
126(7EH) E3 695
127(7FH) F3 710 710 710
128(80H) F3 735
129(81H) F3# 760 760
130(82H) F3# 780
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PARAM値 音程 1／24 1／12 1／6 1／3
131(83H) G3 800 800 800 800
132(84H) G3 825
133(85H) G3# 850 850
134(86H) G3# 875
135(87H) A3 900 900 900
136(88H) A3 930
137(89H) A3# 960 960
138(8AH) A3# 980
139(8BH) B3 1.00k 1.00k 1.00k 1.00k
140(8CH) B3 1.02k
141(8DH) C4 1.05k 1.05k
142(8EH) C4 1.08k
143(8FH) C4# 1.12k 1.12k 1.12k
144(90H) C4# 1.16k
145(91H) D4 1.20k 1.20k
146(92H) D4 1.22k
147(93H) D4# 1.25k 1.25k 1.25k 1.25k
148(94H) D4# 1.30k
149(95H) E4 1.36k 1.36k
150(96H) E4 1.38k
151(97H) F4 1.40k 1.40k 1.40k
152(98H) F4 1.46k
153(99H) F4# 1.52k 1.52k
154(9AH) F4# 1.56k
155(9BH) G4 1.60k 1.60k 1.60k 1.60k
156(9CH) G4 1.65k
157(9DH) G4# 1.70k 1.70k
158(9EH) G4# 1.75k
159(9FH) A4 1.80k 1.80k 1.80k
160(A0H) A4 1.86k
161(A1H) A4# 1.92k 1.92k
162(A2H) A4# 1.96k
163(A3H) B4 2.00k 2.00k 2.00k 2.00k
164(A4H) B4 2.05k
165(A5H) C5 2.10k 2.10k
166(A6H) C5 2.17k
167(A7H) C5# 2.24k 2.24k 2.24k
168(A8H) C5# 2.32k
169(A9H) D5 2.40k 2.40k
170(AAH) D5 2.45k
171(ABH) D5# 2.50k 2.50k 2.50k 2.50k
172(ACH) D5# 2.60k
173(ADH) E5 2.70k 2.70k
174(AEH) E5 2.75k
175(AFH) F5 2.80k 2.80k 2.80k
176(B0H) F5 2.90k
177(B1H) F5# 3.00k 3.00k
178(B2H) F5# 3.07k



81

解
　
　
説

PARAM値 音程 1／24 1／12 1／6 1／3
179(B3H) G5 3.15k 3.15k 3.15k 3.15k
180(B4H) G5 3.27k
181(B5H) G5# 3.40k 3.40k
182(B6H) G5# 3.47k
183(B7H) A5 3.55k 3.55k 3.55k
184(B8H) A5 3.67k
185(B9H) A5# 3.80k 3.80k
186(BAH) A5# 3.90k
187(BBH) B5 4.00k 4.00k 4.00k 4.00k
188(BCH) B5 4.15k
189(BDH) C6 4.30k 4.30k
190(BEH) C6 4.40k
191(BFH) C6# 4.50k 4.50k 4.50k
192(C0H) C6# 4.65k
193(C1H) D6 4.80k 4.80k
194(C2H) D6 4.90k
195(C3H) D6# 5.00k 5.00k 5.00k 5.00k
196(C4H) D6# 5.15k
197(C5H) E6 5.30k 5.30k
198(C6H) E6 5.45k
199(C7H) F6 5.60k 5.60k 5.60k
200(C8H) F6 5.80k
201(C9H) F6# 6.00k 6.00k
202(CAH) F6# 6.15k
203(CBH) G6 6.30k 6.30k 6.30k 6.30k
204(CCH) G6 6.55k
205(CDH) G6# 6.80k 6.80k
206(CEH) G6# 6.95k
207(CFH) A6 7.10k 7.10k 7.10k
208(D0H) A6 7.35k
209(D1H) A6# 7.60k 7.60k
210(D2H) A6# 7.80k
211(D3H) B6 8.00k 8.00k 8.00k 8.00k
212(D4H) B6 8.25k
213(D5H) C7 8.50k 8.50k
214(D6H) C7 8.75k
215(D7H) C7# 9.00k 9.00k 9.00k
216(D8H) C7# 9.30k
217(D9H) D7 9.60k 9.60k
218(DAH) D7 9.80k
219(DBH) D7# 10.0k 10.0k 10.0k 10.0k
220(DCH) D7# 10.3k
221(DDH) E7 10.5k 10.5k
222(DEH) E7 10.9k
223(DFH) F7 11.2k 11.2k 11.2k
224(E0H) F7 11.6k
225(E1H) F7# 12.0k 12.0k
226(E2H) F7# 12.3k



82

RAMSA-NETのデータフォーマットについて

PARAM値 音程 1／24 1／12 1／6 1／3
227(E3H) G7 12.5k 12.5k 12.5k 12.5k
228(E4H) G7 13.0k
229(E5H) G7# 13.6k 13.6k
230(E6H) G7# 13.8k
231(E7H) A7 14.0k 14.0k 14.0k
232(E8H) A7 14.6k
233(E9H) A7# 15.2k 15.2k
234(EAH) A7# 15.6k
235(EBH) B7 16.0k 16.0k 16.0k 16.0k
236(ECH) B7 16.5k
237(EDH) C8 17.0k 17.0k
238(EEH) C8 17.5k
239(EFH) C8# 18.0k 18.0k 18.0k
240(F0H) C8# 18.6k
241(F1H) D8 19.2k 19.2k
242(F2H) D8 19.6k
243(F3H) D8# 20.0k 20.0k 20.0k 20.0k
244(F4H) D8# 20.5k
245(F5H) E8 21.0k 21.0k
246(F6H) E8 21.7k
247(F7H) F8 22.4k 22.4k 22.4k
248(F8H) F8 23.1k
249(F9H) F8# OFF OFF
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●RSP値
¡LPF、HPFのレスポンスに関するパラメーターである。

●TITLE値
¡本表は，ASCIIコード表に準拠している。
¡60H～6FHは登録領域とし、ASCIIコードに準拠しない。
¡00H～1FHおよび70Hから7FHは無視する。

コード 文字 コード 文字 コード 文字 コード 文字
20H (SPACE) 30H ０ 40H －－－ 50H Ｐ
21H ！ 31H １ 41H Ａ 51H Ｑ
22H ” 32H ２ 42H Ｂ 52H Ｒ
23H ＃ 33H ３ 43H Ｃ 53H Ｓ
24H ＄ 34H ４ 44H Ｄ 54H Ｔ
25H ％ 35H ５ 45H Ｅ 55H Ｕ
26H ＆ 36H ６ 46H Ｆ 56H Ｖ
27H ’ 37H ７ 47H Ｇ 57H Ｗ
28H （ 38H ８ 48H Ｈ 58H Ｘ
29H ） 39H ９ 49H Ｉ 59H Ｙ
2AH ＊ 3AH ： 4AH Ｊ 5AH Ｚ
2BH ＋ 3BH ； 4BH Ｋ 5BH [
2CH , 3CH ＜ 4CH Ｌ 5CH ￥
2DH － 3DH ＝ 4DH Ｍ 5DH ]
2EH ． 3EH ＞ 4EH Ｎ 5EH ＾
2FH ／ 3FH ？ 4FH Ｏ 5FH ＿

RSP PARAM値 RSP PARAM値
Q1.0 0 (00H) EQ1 12(0CH)
Q1.5 1 (01H) EQ2 13 (0DH)
Q2.0 2 (02H) EQ3 14 (0EH)
6dB 3 (03H) EQ4 15 (0FH)
12BT 4 (04H) EQ5 16(10H)
12BS 5 (05H) EQ6 17 (11H)
12LZ 6 (06H) EQ7 18 (12H)
18BT 7 (07H) EQ8 19 (13H)
18BS 8 (08H) EQ9 20 (14H)
24BT 9(09H) EQ10 21(15H)
24BS 10(0AH) EQ11 22(16H)
24LZ 11(0BH) EQ12 23(17H)
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●Q値

¡PEQのQに関するパラメーターである。

RSP PARAM値
0.3 0  (00H)
0.35 1  (01H)
0.41 2  (02H)
0.47 3  (03H)
0.55 4  (04H)
0.64 5  (05H)
0.75 6  (06H)
0.87 7  (07H)
1.0 8  (08H)
1.2 9  (09H)
1.4 10 (0AH)
1.6 11 (0BH)
1.9 12 (0CH)
2.2 13 (0DH)
2.5 14 (0EH)
3.0 15 (0FH)
3.5 16 (10H)
4.0 17 (11H)
4.5 18 (12H)
5.0 19 (13H)
6.0 20 (14H)
7.0 21 (15H)
8.4 22 (16H)
10 23 (17H)
12 24 (18H)
14 25 (19H)
16 26 (1AH)
19 27 (1BH)
22 28 (1CH)
25 29 (1DH)
30 30 (1EH)

RSP PARAMETER値
6 0 (00H)
12 1 (01H)
18 2 (02H)
24 3 (03H)

●NOTCH関連
【 RESP 】

RSP PARAMETER値
SLOW 0 (00H)

【 SENS 】

SENS PARAMETER値
HIGH 0 (00H)
MID 1 (01H)
LOW 2 (02H)

【 NOTCH_MODE 】

MODE PARAMETER値
PRE : AUTO 0 (00H)
PRE : MANU 1 (01H)
DYNAMIC 2 (02H)
CLR 3 (03H)

【 NOTCH_DEPTH 】

DEPTH PARAMETER値
-15dB 0 (00H)
-12dB 1 (01H)
-9dB 2 (02H)
-6dB 3 (03H)
-3dB 4 (04H)
0dB 5 (05H)

【 NOTCH_CHANNEL 】

NOTCH-CHANNEL PARAMETER値
A 0 (00H)
B 1 (01H)

●GEQのQ

Q PARAMETER値
5 0 (00H)
7 1 (01H)
10 2 (02H)
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●その他のパラメーター

パラメータ名 数値範囲 パラメータ・データの換算式

TYPE PKG, SHL, SHH PKG =００H,

SHL =０１H,

SHH =０２H

EQ, COMP, GATE OFF=００H、 ON=０１H

RATIO 1.4:1,2:1,4:1,6:1, [1.4:1] =００H, [   6:1] =０３H

10:1,～∞:1 [   2:1] =０１H, [  10:1] =０４H

[   4:1] =０２H, [  ∞:1] =０５H

COMP_ATTACK 0,  0.,25,  0.5, 0[ms] =００H, 4[ms] =０５H

1,  2,  4, 8,  16,  32,  100ms 0.25[ms] =０１H, 8[ms] =０６H

0.5[ms] =０２H, 16[ms] =０７H

1[ms] =０３H, 32[ms] =０８H

2[ms] =０４H, 100[ms] =０９H

COMP_RELEASE 50,  100,  200, 50[ms] =００H, 400[ms] =０３H

400,  800,  2000ms 100[ms] =０１H, 800[ms] =０４H

200[ms] =０２H, 2000[ms] =０５H

GATE_RELEASE 50,  100,  200, 50[ms] =００H, 400[ms] =０３H

400,  800,  ,  2000ms 100[ms] =０１H, 800[ms] =０４H

200[ms] =０２H, 2000[ms] =０５H

DELAY M DLY 0～1000ms (Delay time [S] × 48000) hex

CH DLY 0～300ms

PH NOR,  INV d1=００H ：NOR,  d1=０１H  ： INV

MODE STEREO1 STEREO1 =００H

STEREO2 STEREO2 =０１H

GEQ GEQ, GEQ =００H

PEQ, PEQ =０１H

LIST GEQ LIST GEQ =０２H

MONO MIX OFF, ON OFF =００H、 ON =０１H
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■RAMSA-NETのデータ構造とプロトコルについて

●ハンドシェイク方式のデータフォーマット
1－1.ハンドシェイク・メッセージのプロトコル

1－1－1.テキスト転送手順

●ポーリング手順
¡従属局（本機）はポーリング手順に従って主局（ホストコンピュータなど）にテキストメッセージ
［TEXT］を転送します。その機種独自のステーションアドレス“sa”とユニットアドレス“ua”を持つポ
ーリング・メッセージ［POL］を受信した従属局は、以下の手順に従って応答します。

a）従属局に、送信するテキストが1ブロックある場合
①主局は従属局に［POL］を転送します。
②従属局は［TEXT］を転送します。
③主局は［TEXT］を正しく送信したら、アクノリッジ・メッセージ［ACK］を転送します。
④従属局はエンド・オブ・トランスミッション・メッセージ［EOT］を転送します。

例：
主局 従属局

［POL］ →
← ［TEXT］

［ACK］ →
← ［EOT］

b）従属局に、送信するテキストが複数ブロックある場合
①主局は従属局に［POL］を転送します。
②従属局は最初の［TEXT］のブロックを転送します。
③主局はその［TEXT］を正しく受信したら、［ACK］を転送します。
④従属局は次の［TEXT］をのブロックを転送します。
⑤主局はその［TEXT］を正しく受信したら、再び［ACK］を転送します。
⑥従属局が最後の［TEXT］を送信し終わるまで、②、③を繰り返します。
もし主局が［TEXT］を正しく受信できない場合は、“エラー発生時の手順”を参照してください。

⑦従属局がすべて［TEXT］のブロックを転送し終わると、［EOT］を転送します。
例：

主局 従属局
［POL］ →

← 1st［TEXT］
［ACK］ →

← 2nd［TEXT］
［ACK］ →

← LAST［TEXT］
［ACK］ →

← ［EOT］
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C）従属局に、送信するテキストがない場合
①主局は従属局に［POL］を転送します。
②従属局は［EOT］を転送します。

例：
主局 従属局

［POL］ →
← ［EOT］

●セレクティング手順
¡主局はセレクティング手順に従って従属局に［TEXT］転送します。従属局はそれ自身のステーションア
ドレス“sa”とユニットアドレス“ua”の付いたセレクティング・メッセージを受信すると、以下の手順
に従って応答します。
①主局は従属局に［SEL］を転送します。
②従属局は［ACK］を転送します。
③主局は［TEXT］を転送します。
④従属局はその［TEXT］を正しく受信したら、［ACK］を転送します。
もし従属局が［TEXT］を正しく受信できない場合は“エラー発生時の手順”を参照してください。

⑤主局は［EOT］を転送します。

例：
主局 従属局
［SEL］ →

← ［ACK］
［TEXT］ →

← ［ACK］
［EOT］ →

●.エラー発生時の手順
［TEXT］受信時

¡［TEXT］を正しく受信すると［ACK］を転送します。
¡“BCC”が一致しない場合、ノット・アクノリッジ・メッセージ［NAK］を転送します。

［ACK］受信時
¡次のメッセージを転送します。

［NAK］受信時
¡直前のメッセージを再度転送します。主局は3回同じメッセージを転送した後［NAK］を受信すると
［EOT］を転送してその従属局との通信を中止します。

タイム・アウト
¡送信側は、メッセージ送信後、受信側から応答を受信するまでの時間をチェックします。もし、受信側か
ら0.7秒間応答がない場合、直前のメッセージを再度転送します。主局が3回同じメッセージを転送しても
従属局から応答がない場合、［EOT］を転送してその従属局との通信を中止します。また、従属局が3回同
じメッセージを転送しても主局から応答がない場合、主局との通信を中止します。

不正規キャラクター受信時
¡定義されていないキャラクターを含むメッセージを受信すると、そのメッセージは無視されます。

［EOT］受信時
¡通信を終了し、テキスト通信手順を初期化します。
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例：

主局 従属局
［SEL］ →

← ［ACK］
［TEXT］ →

＜＜TEXT＞＞
→
← ［NAK］／無応答

［TEXT］ →
＜＜TEXT＞＞

→
← ［NAK］／無応答

［TEXT］ →
＜＜TEXT＞＞

→
← ［NAK］／無応答

［EOT］ →

主局 従属局
［POL］ →

← ［TEXT］
＜＜TEXT＞＞

←
［NAK］／無応答

→
［TEXT］

＜＜TEXT＞＞
←

［NAK］／無応答
→

← ［TEXT］
＜＜TEXT＞＞

←
［NAK］／無応答

→
［無応答］

←
［EOT］ →

注：＜＜TEXT＞＞は、メッセージが正しく転送されない場合を示す。
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1－3.ハンドシェイク方法のメッセージ
1－3－1.ポーリング・メッセージ［POL］

¡これは主局が従属局にデータの転送を要求するハンドシェイク・フォーマットです。従属局のステーショ
ンアドレス“sa”とユニットアドレス“ua”がメッセージと一致すると、従属局は転送するメッセージが
あれば［TEXT］を転送し、またメッセージがなければ［EOT］を転送します。

1.sa ：ステーションアドレス“sa”は機種によって定義されています。
範囲は20Hから7FHまでの数値であり、WZ－DE45は2DHです。

2.ua ：ユニットアドレス“ua”は20Hから7FHまでの数値であり、それぞれの従属局に対して設定できます。

1－3－2.セレクティング・メッセージ［SEL］
¡これは主局が従属局にデータの転送を行うハンドシェイク・フォーマットです。従属局のステーション・
アドレス“sa”とユニット・アドレス“ua”がメッセージと一致すると、従属局は主局からの［TEXT］
を受信可能であれば、［ACK］を転送し、また受信不可であれば［NAK］を転送します。

1.sa ：ステーションアドレス“sa”は機種によって定義されています。
範囲はA0HからFFHまでの数値であり、WZ－DE45はADHです。

2.ua ：ユニットアドレス“ua”はA0HからFFHまでの数値であり、それぞれの従属局に対して設定で
きます。

フォーマット 説明 備考

01H ヘッディング処理開始

sa ステーション・アドレス ※1

ua ユニット・アドレス ※2

05H 応答督促

フォーマット 説明 備考

01H ヘッディング処理開始

sa ステーション・アドレス ※1

ua ユニット・アドレス ※2

05H 応答督促
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1－3－3.テキスト・メッセージ

¡テキスト・メッセージ［TEXT］は転送する情報データを含んでいます。［POL］を受信した従属局は転送
する［TEXT］メッセージがあればこのフォーマットによりテキスト・メッセージを転送し、またメッセー
ジがなければ［EOT］を転送します。

1.cmd：コマンド“cmd”はこのメッセージの内容、フォーマット、サイズを示しており、“cmd”とデ
ータ構造は機種（ステーション・アドレスごと）ごとによってそれぞれ定義されています。

2.dat：データ・サイズは256バイトを超えることはありません。データは20Hから7FHの数値であり、
データ・サイズとフォーマットは“cmd”と“sa”によって定められています。

3.etx／etb：エンド・オブ・テキスト“etx”はデータの終わりを示します。もしデータサイズが256バ
イトを超えデータがまだ続く場合、それぞれのテキスト・ブロックに“etb”を転送します。

4.bcc：ブロック・チェック・キャラクタ“bcc”は2バイトのアスキーコード‘0’～‘9’‘A’～‘F’
（30H～39H、41H～46H）であり、‘cmd’から‘etx’／‘etb’までの排他的論理和（16進数）
で示されます。

例：次のようなメッセージの場合
02H （［stx］）
30H （cmd）
30H （data：‘0’）
31H （data：‘1’）
32H （data：‘2’）
03H （etx）
30H、30H （bcc：‘00’）

‘cmd’から‘etx‘までの排他的論理和は00Hなので、ブロック・チェック・キャラクタは’0‘’0‘（30H､
30H）となります。

1－3－4.アクノリッジ・メッセージ［ACK］
¡このメッセージは、プロトコルの制御を行います。［SEL］または［TEXT］を正しく受信すると、［ACK］
を転送します。

フォーマット 説明 備考

02H スタート・オブ・テキスト

cmd コマンド

dat データ

： ：

： ：

03H／17H エンド・オブ・テキスト“etx”／

エンド・オブ・ブロック“etb”

bcc ブロック・チェック・キャラクタ

フォーマット 説明 備考

06H アクノリッジ‘ack’
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1－3－5.ノット・アクノリッジ・メッセージ［NAK］
¡このメッセージは、プロトコルの制御を行います。［POL］または［SEL］を受信した時、ポーリング／セ
レクティング・メッセージのコードが不正規の場合、［NAK］を転送します。また、［TEXT］を受信した
とき、’dat’、’bcc’が正しくなければ［NAK］を転送します。

1－3－6.エンド・オブ・トランスミッション.メッセージ［EOT］
¡このメッセージは、プロトコルの制御を行います。［EOT］は以下の場合に転送されます。
従属局が［POL］を受信し、転送する［TEXT］がない場合。
主局が［TEXT］をすべて転送し終わり［ACK］を受信した場合。

1－3－7.無手順メモリチェンジ・メッセージ
¡これはメモリー・チェンジを行う時に用います。このフォーマットを使うことによって、一方的にメッセ
ージを送信してメモリーを直接変化させることができます。

¡このメッセージが正しく受信されると、［ACK］／［NAK］の応答がなくてもメモリーを変化させること
ができます。

¡SA = 80Hの場合、ステーション・アドレスを無視してメモリチェンジを行います。
¡UA = 80Hの場合、ユニットアドレスを無視してメモリチェンジを行います。

※1  無手順メモリチェンジフォーマットであることを示す。

●ワンウエイ方式のフォーマット

2-1 基本メッセージ
¡本フォーマットは比較的小容量のデータ転送に使用されるフォーマットです。
¡ワンウエイの場合、ＤＬＥ（１０Ｈ）ではじまり、テキストの終わりはＥＮＱ（０５Ｈ）で終わります。

フォーマット 説明 備考

1BH ESC ※1

SA ステーションアドレス

UA ユニット・アドレス

MEM(MSB) メモリ番号（MSB）

MEM(LSB) メモリ番号（LSB）

05H ENQ

フォーマット 説明 備考

１０Ｈ ＤＬＥ

sa ステーションアドレス

ua ユニット・アドレス

dat データ

：

：

03H/17H ＥＴＸ／ＥＴＢ

bcc データ～ＥＴＸ／ＥＴＢまでのＸＯＲ

05H ＥＮＱ

フォーマット 説明 備考

04H エンド・オブ・トランスミッション‘eot’

フォーマット 説明 備考

15H アクノリッジ‘nak’
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コピーしてご使用ください。

●ユーティリティー画面

●GEQ画面

MODE STEREO1   STEREO2

MONO MIX ON   OFF

GEQ/PEQ GEQ   PEQ   LIST GEQ

TITLE

REMOTE OFF   RS-485   PTN CONT

MEMORY PROTECT ON   OFF

AUTO LOAD ON   OFF

HPF Hz GAIN dB

EQ ON  OFF

Q 5  7  10

◆A系統

FREQ GAIN (dB) FREQ GAIN (dB) FREQ GAIN (dB) FREQ GAIN (dB)
40 250 1.60k 10.0k
50 315 2.00k 12.5k
63 400 2.50k 16.0k
80 500 3.15k
100 630 4.00k
125 800 5.00k
160 1.00k 6.30k
200 1.25k 8.00k

◆B系統

FREQ GAIN (dB) FREQ GAIN (dB) FREQ GAIN (dB) FREQ GAIN (dB)
40 250 1.60k 10.0k
50 315 2.00k 12.5k
63 400 2.50k 16.0k
80 500 3.15k
100 630 4.00k
125 800 5.00k
160 1.00k 6.30k
200 1.25k 8.00k
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●PEQ画面

EQ

GAIN

HPF LPF

RSP RSP

F1 G1 Q1

F2 G2 Q2

F3 G3 Q3

F4 G4 Q4

F5 G5 Q5

F6 G6 Q6

F7 G7 Q7

F8 G8 Q8

F9 G9 Q9

●ノッチ画面
◆オートノッチON

PRE

DYN

NOT ON  OFF AUTO ON

REAP SLOW  FAST
SELF GAIN

SENS LOW  MID  HIGH

DEPT dB dB

chＡ chＢ

No. TYPE FRQ (Hz) GAIN (dB) Q TYPE FRQ (Hz) GAIN (dB) Q

P１ PKG   SHH   SHL PKG    SHH    SHL

P２ PKG   SHH   SHL PKG    SHH    SHL

P３ PKG   SHH   SHL PKG    SHH    SHL

P４ PKG   SHH   SHL PKG    SHH    SHL

P５ PKG   SHH   SHL PKG    SHH    SHL

P６ PKG   SHH   SHL PKG    SHH    SHL

P７ PKG   SHH   SHL PKG    SHH    SHL

P８ PKG   SHH   SHL PKG    SHH    SHL

P９ PKG   SHH   SHL PKG    SHH    SHL

P１０ PKG   SHH   SHL PKG    SHH    SHL

◆オートノッチOFF

NOT ON  OFF AUTO OFF



94

データシート
●LVL/DLY画面

●コンプレッサー画面

S-LINK ON  OFF

ch A ch B

MASTER LEVEL

DLY

LVL

PHASE

chＡ chＢ

COMP ON  OFF ON  OFF

TH LVL

RATIO

ATTACK

RELEASE

●ゲート画面

GATE TH LVL RELEASE

chA ON  OFF

chB ON  OFF
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エラーメッセージ
これらのエラーメッセージがLCD画面上に現われた時は、お買い上げの販売店にご相談ください。

※1  本機は暴走監視回路を備えており、万一CPUが暴走した場合は内部リレーによって出力をバイパスまたはミ
ュートします。（工場出荷時はバイパスです。）

状況　　　　　　　　　　　　LCDの状態　　　　　　　　　　　　　　　原因・対策
電源投入時 メモリーバックアップ用の電池の寿命が近づ

いています。お買い上げの販売店に電池の交
換を依頼してください。

フラッシュメモリーのアクセスでエラーが発
生しています。電源をOFFし、お買い上げの
販売店に修理を依頼してください。

メモリーのアクセスでエラーが発生していま
す。電源をOFFし、お買い上げの販売店に修
理を依頼してください。

動作中 LCDのバックライトが点滅する。 何らかの原因でCPUが暴走しています。※1
電源をOFFし、お買い上げの販売店に修理を
依頼してください。

LCD最下段に以下の文字が表示される。 メモリーバックアップ用の電池の寿命が近
（何かキーを押すと表示は消えます。） づいています。お買い上げの販売店に電池
＊＊＊＊CAUTION＊＊＊＊LOW BATTERY! の交換を依頼してください。

？
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故障と思われましたら
修理にお出しになる前にもう一度点検をお願いします。

症状 原因 参照ページ

電源が入らない ¡電源コードがコンセントから外れていませんか？

音がでない ¡マスターレベルがOFF、または低い値になっていませんか？ 45ページ
¡チャンネルレベルがOFF、または低い値になっていませんか？

LCDがのバックライトが暗い、¡LCDバックライトの設定が”HALF”、または”AUTO OFF”に 53ページ
または点灯しない なっていませんか？

¡ロック状態になっていませんか？ 33ページ
この場合、LCDバックライトは消灯したままです。
ロック・インジゲータが点灯しています。

パラメータの変更を受け付け ¡ロック状態になっていませんか？ 33ページ
ない この場合、LCDバックライトは消灯したままです。

ロック・インジゲータが点灯しています。

音が歪む ¡入力、出力のレベルインジゲータが赤色に点灯していませんか？ 10ページ
入力側が赤色に点灯している場合は入力のレベルが高すぎます 45ページ
ので、入力レベルを適正に調整してください。
出力側が赤色に点灯している場合は出力のレベルが高すぎます
ので本機のマスターレベル、チャンネルレベルを適正に調整し
てください。

音がノイズっぽい ¡入力レベルインジゲータがあまり点灯しない状態ではありませ 10ページ
んか？ 45ページ
この場合は入力のレベルが低すぎますので、入力レベルを適正
に調整してください。

RS-485でコントロールでき ¡REMOTEの設定は”RS-485”になっていますか？ 57ページ
ない ¡RS-485のパラメータは正しく設定されていますか？

パターンコントロールができ ¡REMOTEの設定は”PTN  CONT”になっていますか？ 55ページ
ない ¡ロック状態にしていますか？ 33ページ

ロック状態でないとパターンコントロールは動作しません。

LCDの表示が濃い、または薄 ¡LCDのコントラスト調整をしてください。 34ページ
い 工場出荷時は、LCDのコントラストは約25℃で正面から見たと

きに見やすいように設定されています。
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工事説明
■設置上のご注意

●設置場所について
¡次のような場所でご使用になりますと故障などの原因になりますので避けてください。
¡窓ぎわなどの直射日光にあたるところや暖房機の近くなどの極端に高温な場所。
¡湿度の極端に高いところ。
¡ごみやほこりの多いところ。振動の激しいところ。
¡パワーアンプ等、極端に温度が上昇する機器のすぐ上。
¡ラックマウント時に本機を5台以上積み重ねて使用する場合は、4台おきに本機1台以上のスペースを空け
てください。

●接続について
¡スピーカの破損などのトラブルの防止のため、接続作業は本機および接続される機器の電源をOFFの状態
で行ってください。

●電源はAC100Vで
¡AC200Vには絶対に接続しないでください。

●他の電気機器への影響について
¡本機はデジタル回路を使用しているため、ごく近くでラジオやテレビなどの電波受信機器などを同時にご
使用になりますと、受審機器側で雑音・誤動作の原因となることがあります。充分離してご使用ください。

工
事
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工事説明
■内部スイッチの設定

¡本機の内部リレーは、電源OFF時、電源投入直後のスタンバイ時、CPU暴走時にはOFFします。
¡本機では、出力側リレーのOFF時の状態を、各出力チャンネル毎にミュート、chA入力のバイパス、chB入力
のバイパス、の設定が内部のスイッチで設定可能となっております。

¡バイパスに設定すると、CPUの暴走時や本機の電源系統の停電時でも音を止めないようにできます。
¡出荷時には入力chA→出力chA、入力chB→出力chBのバイパスに設定しています。
再設定をされる場合は以下の手順で行って下さい。

●作業手順
1. 天面カバーを外します。
2. 各出力コネクタのそばにスライドスイッチ（SW1～2）があります。図で、下側がchAからのバイパス、真ん
中がミュート、上側がchBからのバイパスとなります。

3. 天面カバーを再び取り付けます。

B
MUTE

A

SW2 SW1

ch A ch B ch A ch B

注意
再設定のためお客様が本機のカバーを開けると、感電の恐れがあり大変危険です。必ずお買い上げの販売店に
ご相談下さい。
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工
事

■バッテリー交換時のSRAMデータの退避

¡SRAMバックアップ用バッテリーを交換する際、バッテリーを外している間にSRAMに保存されているデータ
（お客様が保存したメモリー内容、前回の電源切断時の状態）が失われてしまいます。そこで、電池交換の前に
いったんフラッシュメモリーにSRAMのデータを書き込んでおき、バッテリー交換後に再度SRAMに書き戻す
方法があります。

¡フラッシュメモリーにSRAM上のデータを書き込むには、エンタースイッチ[ENTER]とコンプレッサー選択ス
イッチ[COMP]を同時に押したまま、電源をONしてください。その後LCDの表示に従って、エンタースイッチ
[ENTER]を押すとデータが転送されます。

※この機能を使って事前にSRAMのデータをフラッシュメモリーに書き込んでおき、オートロード機能（ユー
ティリティー画面内）をONにしておけば、バッテリーの寿命がきて自己診断時に”BATTERY NG“になっ
たときにフラッシュメモリーに事前に書き込んでおいたデータが自動的に起動されます。

¡バッテリー交換後、フラッシュメモリーの内容をSRAMに書き戻すには、エンタースイッチ[ENTER]とメモリー
ライトスイッチ[WRITE]を同時に押したまま、電源をONしてください。

注意
フラッシュメモリーにデータを書き込む時間は数秒程度ですが、この書き込み中に本機の電源がOFFされると、
本機のデータが破壊される恐れがあります。この操作は、お買い上げの販売店にお任せください。また同じ理
由から、この操作は本機の電源の供給状態について事前にご確認の上行ってください。



工事説明
■接続のしかた

●小会議室などのシステム
◆音の方向感制御
ディレイ機能により、リアスピーカーの音を遅れて拡声することによって、フロア全体に拡声してかつ演
壇側から音が聞こえる、自然な拡声が行なえます。

◆ワンタッチで音場コントロール可能
講演、VTRの再生音など、目的に合わせて音量、音質等をパターンメモリーしておけば、ワンタッチで最
適音場を呼び出せます。

◆ハウリング抑制
マイクロホンのセッティングに合わせて最適なハウリング抑制が簡単に行なえます。

100

WZ-DE45 WP-1200A

WZ-DE45 WP-1100

メイン 
WS-AS500×2

リア 
WS-A80×2

設置図 

パターンコントロール 
スイッチ 

WR-X12カセット 

カセット 

CD

VTR

WX-4950Ax4

WX-4100A

WX-4300A

WM-C40

WM-D120SW

メインスピーカー 

リアスピーカー 
ス
テ
ー
ジ 
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●体育館などのシステム
◆ステージ方向から音が聞こえる方向感制御
ディレイ機能により、サイドスピーカーからの音を遅れて拡声することによって、フロア全体に拡声して
かつステージ側から音が聞こえる、自然な拡声が行なえます。

◆ワンタッチで音場コントロール可能
講演会、楽器演奏など、目的に合わせて音量、音質等をパターンメモリーしておけば、ワンタッチで最適
音場を呼び出せます。

◆ハウリング抑制
マイクロホンのセッティングに合わせて最適なハウリング抑制が簡単に行なえます。

工
事

WZ-DE45 WP-1200A

WZ-DE45

WP-C104

メイン 
WS-A270×2

リア 
WS-A80×2

WZ-DE45 はね返り 
WS-A80×2

設置図 
パターンコントロール 

スイッチ 

WR-X12カセット 

CD

WX-4950Ax4

WX-4100A

WX-4300A

WM-C40

WM-D120SW

メインスピーカー 

サブスピーカー 

はね返りスピーカー 

ス
テ
ー
ジ 

WX-4040
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ラックマウントのしかた
①接着テープで止められている四角、平らな形状をした
ゴム足を外します。

②M5×12（付属）のねじでEIAラックに取り付けます。
ラック側にタップが切っていない場合は、板ナット
（W2-PNN/5020）で取り付けます。

¡ラックに収納しトラックなどで輸送する場合、振
動衝撃を受け本機を破損する恐れがあります。補
強対策としては、輸送用補強アングル（現地製作）
でラック本体に固定して輸送してください。

¡補強アングルは鉄板（板厚2mm以上）を使用して
ください。

¡アングル固定用のねじが必要です。
例1：ラック側面に取り付ける場合
例2：ラック底面に取り付ける場合
例3：ラック後面に取り付ける場合

■本機の後面取付穴位置寸法図

 
5.8

 22
.6

 11
.4

 22
.6

 11
.4

 
4.2

 
5.8

 
4.2

底面 

EIAラック 

ねじ 
M5×12（黒）付属 

板ナット 
W2-PNN/5020 
 

 
 
工事部品　 
AVシステム事業部扱い 

例3

例2

例1

例1

例2

例3
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仕様

仕
様

■ソフトウェアブロックダイアグラム
●MODE : STEREO 1
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仕様
●MODE : STEREO 2
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■ハードウェアブロックダイヤグラム

仕
様
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CONTROL  
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LED 
I/F
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I/F
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I/F

ROTARY 
ENCODER

LCD 
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DSP

RS-485 
I/F

4MB 
DRAM

4MB 
DRAM

1MB 
SRAM

 

DSP4MB FLASH 
MEMORY

AES/EBU I/F

OUTPUT 
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INPUT 
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CPU DSP

■レベルダイヤグラム

A/D D/A

(dB) 

+30 

+20 

+10 

0 

-10 

-20 

-30 

-40 

-50 

-60 

-70 

-80 

-90 

-100 

-110 

-120 

 

(dB) 

+30 

+20 

+10 

0 

-10 

-20 

-30 

-40 

-50 

-60 

-70 

-80 

-90 

-100 

-110 

-120 

 

-86

-104

+4

-14

+5

+24
+19

+24

-2
+4

-90
-84

-90
-96

ANALOG INPUT 
DIGITAL INPUT

ANALOG INPUT
ANALOG  OUT,(IHF-A) 
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仕様
■特性例
●GEQ
GAIN：±15dB、Q：10

●PEQ
TYPE：PKG TYPE：PKG

GAIN：-15～+15dB(Step 3dB)、FRQ：1kHz、Q：1 GAIN：±15dB、FRQ：1kHz、 Q：0.3～30

TYPE：SHL TYPE：SHH

GAIN：-15～+15dB(Step 3dB)、FRQ：100Hz GAIN：-15～+15dB(Step 3dB)、FRQ：10kHz

●ノッチフィルター
DEPH：-15～-3dB(Step 3dB)、FRQ：1kHz、Q：30 DEPH：-15dB 、FRQ：1kHz、Q：30、60
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■外観寸法図
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入力 ch数 2ch

アナログ 形式 電子バランス方式

定格入力 ＋4 dB

最大入力 ＋24 dB以上

コネクタ XLR-3-31相当、2個

入力インピーダンス 20 kΩ

同相除去比 40 dB以上

A/Dコンバータ 24 bit  ∆-∑方式
デジタル 形式 AES/EBUフォーマット準拠、プロフェッショナルユース

サンプリング周波数 48 kHz±0.1 ％

コネクタ XLR-3-31相当、2個（推奨ケーブル：カナレ電気DA206相当品）

出力 ch数 2ch

アナログ 形式 電子バランス方式

定格出力 ＋4 dB ±1 dB

最大出力 ＋24 dB以上（10 kΩ負荷時）

出力インピーダンス 150 Ω

コネクタ XLR-3-32相当、2個

適合負荷インピーダンス 600 Ω以上

D/Aコンバータ 24 bit  ∆-∑方式
デジタル 形式 AES/EBUフォーマット準拠、プロフェッショナルユース

サンプリング周波数 48 kHz

コネクタ XLR-3-31相当、1個（推奨ケーブル：カナレ電気DA206相当品）

総合 周波数特性 20～20 000 Hz  +0.5, －1.0dB

ダイナミックレンジ アナログ入出力（typ、IHF-A）

115 dB（ノイズゲートON時）

109 dB（ノイズゲートOFF時）

THD 0.015% at ＋4 dB, 20～20 000 Hz, 30 kHz LPF（600 Ω負荷時）

クロストーク 70 dB以上（10 kHz）

ユーザメモリー メモリ数 16個＋簡易メモリー1個

外部制御 方式 RS-485 （RAMSA-NET準拠）

コネクタ D-SUB9ピン　IN/OUT各１個、固定ネジM2.6

推奨コネクタ オス：XM2A-0901

メス：XM2D-0901

フード：XM2S-0911（以上 OMRON）相当品

パターンコントロール 方式 メイク接点方式　制御パターン数12＋BYPASS、MUTE

逆流防止ダイオード付き

コネクタ D-SUB15ピン、固定ネジM2.6

推奨コネクタ オス：XM2A-1501

フード：XM2S-1511（以上 OMRON）相当品

■定格
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仕
様

電源 AC 100 V 50／60 Hz

消費電力 14 W（電気用品安全法上の消費電力）

熱流 14 W（12 kcal） ※（ ）内1時間当たりの発熱量

積み重ね条件 4段積み以内

※5台以上お使いの際は、4台おきに本機1台以上のスペースを空けてください。

外形寸法 幅 480 mm 高さ 44 mm 奥行き 280 mm

（高さはゴム足含まず）

質量 約4.5 ㎏

仕上げ パネル ：黒アルマイトヘアライン （マンセルN1近似色）

本　体 ：黒色塗装鋼板 （マンセルN1近似色）



保証とアフターサービス （よくお読みください）

修理・お取り扱い・お手入れなどのご相談は・・・
まず、お買い上げの販売店へお申し付けください。

■保証書（別添付）
お買い上げ日・販売店名などの記入を必ず確かめ、お買い上げの販売店からお受け取りください。
よくお読みのあと、保存してください。

■修理を依頼されるとき
お買い上げの販売店へご連絡ください。
¡保証書の規定に従って、出張修理させていただきます。
¡保証期間を過ぎているときは

修理すれば使用できる商品については、ご希望により有料で修理させていただきます。
ただし、デジタル マルチイコライザーの補修用性能部品の最低保有期間は、製造打ち切り後7年です。
注） 補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

¡修理料金の仕組み
修理料金は、技術料・部品代・出張料などで構成されています。
技術料 は、診断・故障箇所の修理および部品交換・調整・修理完了時の点検などの作業にかかる費用です。
部品代 は、修理に使用した部品および補助材料代です。
出張料 は、製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用です。

保証期間：お買い上げ日から本体1年間

ブロードメディア本部 

便利メモ 
おぼえのため 
記入されると 
便利です 

お買い上げ日 年　　　　月　　　　日 

　（　　　）　　　－　　　 

品　番 

販売店名 

〒223-8639  横浜市港北区綱島東四丁目3番1号　　　電話　フリーダイヤル　0120-878-410

A8QA4802FN
© 2003 Matsushita Electric Industrial Co.,Ltd. All Rights Reserved. N0997-5013

WZ-DE45
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